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は
じ
め
に

　
「
中
国
人
権
民
運
信
息
中
心
」（
中
国
人
権
民
主
化
運
動
情
報
セ
ン

タ
ー
）
に
よ
る
と
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
あ
る
鎮
で
警
官
と
村

民
が
衝
突
、
三
〇
名
の
村
民
が
負
傷
し
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
鎮

政
府
が
村
民
に
無
断
で
一
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
マ
レ
ー
シ
ア

の
企
業
に
二
〇
億
元
以
上
で
売
却
し
た
が
、
村
民
に
は
土
地
を
失
っ

た
こ
と
に
対
し
て
何
の
補
償
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い

う
（
報
道
は
『
明
報
』
加
東
版
二
〇
一
二
年
六
月
六
日
）。
ま
た
山

東
省
の
あ
る
村
の
村
長
（
村
民
委
員
会
主
任
）
の
家
が
村
民
に
よ
っ

て
爆
破
さ
れ
、
四
七
歳
の
妻
が
爆
死
し
た
事
件
が
起
き
た
。
村
長
が

村
民
に
無
断
で
、
村
の
九
〇
ム
ー
（
一
ム
ー
は
〇
・
〇
六
六
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
の
土
地
を
売
却
、
代
金
を
独
り
占
め
し
た
こ
と
が
そ
の
理

由
だ
と
い
う
（
同
『
東
方
日
報
』
二
〇
一
三
年
九
月
五
日
）。

　

同
様
の
事
件
は
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
土
地

紛
糾
事
件
の
全
体
像
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
間
八
万
件
程
度
は
起
き

て
い
る
と
の
報
告
も
あ
〉
1
〈

る
。
こ
れ
ら
は
、
農
民
が
土
地
の
権
利
を
失

う
失
地
農
民
に
な
る
恐
怖
と
正
当
な
補
償
措
置
を
受
け
る
権
利
意
識

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
農
村
土
地
収
用
制
度
確
立
ま
で
の
経
過
を
概
観

し
、
そ
の
実
態
を
紹
介
し
、
問
題
点
を
述
べ
、
解
決
策
を
提
示
す
る

こ
と
に
あ
る
。
土
地
収
用
の
結
果
起
こ
る
失
地
農
民
の
背
景
を
分
析

す
る
と
、
農
業
構
造
の
再
編
が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
、
農
民
自
身
が

農
民
の
土
地
を
奪
う
、
失
地
農
民
の
連
鎖
構
造
が
す
で
に
生
ま
れ
出

し
て
い
る
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
点
は
中
国
の
農
村
土
地
収
用

中
国
農
民
自
身
が 

失
地
農
民
を
生
み
出
す
連
鎖
構
造
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問
題
を
複
雑
化
し
、
そ
の
解
決
を
よ
り
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。

一
　
土
地
収
用
制
度
の
発
足
と
確
立

㈠　
土
地
私
有
化
か
ら
集
団
化
へ

　

新
中
国
誕
生
直
後
一
九
五
〇
年
に
公
布
、
八
七
年
に
廃
止
さ
れ
た

「
中
国
土
地
改
革
法
」
は
「
地
主
階
級
に
よ
る
封
建
的
搾
取
の
基
盤

で
あ
っ
た
土
地
所
有
を
排
除
し
、
農
民
的
土
地
所
有
制
を
実
施
す

る
」
と
し
、
事
実
上
の
農
民
土
地
私
有
制
を
樹
立
し
た
。

　

し
か
し
ほ
ぼ
同
時
に
農
業
生
産
の
合
作
化
も
進
め
ら
れ
、
五
一
年

の
「
農
業
生
産
扶
助
合
作
に
関
す
る
中
共
中
央
決
議
」
を
皮
切
り

に
、
五
三
年
の
「
農
業
生
産
合
作
社
の
発
展
に
関
す
る
決
議
」
に
よ

る
初
級
合
作
社
建
設
運
動
は
農
民
所
有
土
地
の
一
部
を
集
団
所
有
制

と
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
つ
づ
く
五
六
年
の

「
高
級
農
業
生
産
合
作
社
の
モ
デ
ル
規
則
」
で
、
地
域
の
農
用
地
面

積
の
五
％
を
自
留
地
と
し
て
残
す
以
外
、
農
民
の
す
べ
て
の
私
有
地

と
役
畜
、
大
型
農
具
等
生
産
資
材
が
農
業
生
産
合
作
社
所
有
に
換
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
と
き
か
ら
、
中
国
の
農
村
土
地
所
有
制
度
は
ゆ
が
ん
だ
方
向

へ
向
か
い
始
め
、
今
日
の
失
地
農
民
を
生
み
出
す
要
因
を
創
っ
た
。

こ
の
段
階
で
合
作
社
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
生
産
協
同
組
合
を

創
設
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
時
期
尚
早
で
、
農
民
的
土
地
所
有
制

の
深
化
こ
そ
が
、
進
め
る
べ
き
中
国
農
業
の
道
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア

革
命
以
後
、
そ
し
て
と
く
に
戦
後
、
東
欧
各
国
で
急
速
に
進
め
ら
れ

た
農
業
生
産
協
同
組
合
建
設
は
例
外
な
く
、
す
べ
て
失
敗
し
て
い

る
。
筆
者
の
現
地
調
査
は
各
国
に
及
ん
だ
も
の
だ
が
、
無
残
な
も
の

で
し
か
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

　

合
作
社
を
農
業
生
産
基
盤
と
す
る
こ
う
し
た
社
会
主
義
的
農
業
の

下
で
起
き
た
大
躍
進
運
動
は
五
八
年
の
「
農
村
に
お
け
る
人
民
公
社

建
設
に
関
す
る
問
題
の
決
議
」
を
生
み
、
さ
ら
に
高
い
理
念
を
埋
め

込
も
う
と
し
た
中
国
式
農
業
生
産
協
同
組
合
た
る
人
民
公
社
の
広
範

な
設
立
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
農
村
の
土
地
は
人
民
公
社
所

有
に
転
化
し
て
い
っ
た
。
文
革
の
時
代
を
経
て
人
民
公
社
は
増
加
、

改
革
開
放
が
始
ま
る
七
八
年
時
点
で
そ
の
数
五
万
二
八
〇
〇
、
組
織

的
基
盤
の
生
産
大
隊
六
九
万
、
生
産
隊
四
八
一
六
万
と
な
っ
〉
2
〈
た
。
そ

の
失
敗
は
、
農
民
的
土
地
所
有
制
の
深
化
を
捨
て
た
こ
と
に
由
来
す

る
。㈡　

土
地
請
負
制
度
の
確
立

　

そ
の
後
改
革
開
放
の
契
機
の
一
つ
と
も
な
っ
た
「
包
産
到
戸
」（
家

庭
農
業
請
負
制
）
か
ら
「
包
干
到
戸
」（
家
庭
農
地
請
負
制
）
へ
の
転

換
と
そ
の
後
の
土
地
使
用
権
制
度
の
公
認
（
一
九
七
八
年
第
一
一
期

三
中
全
会
「
中
共
中
央
に
よ
る
農
業
発
展
に
関
す
る
若
干
の
問
題
解

決
（
草
案
）」）
が
進
む
一
方
で
、
人
民
公
社
の
解
体
の
時
期
を
迎
え
、

八
三
年
の
中
共
中
央
、
国
務
院
「
政
社
分
解
の
実
行
と
郷
政
府
樹
立
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に
関
す
る
通
知
」
を
嚆
矢
と
す
る
一
連
の
政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
っ

た
。
農
村
で
は
生
産
大
隊
を
基
盤
と
す
る
村
民
委
員
会
と
生
産
隊
を

基
盤
と
す
る
村
民
小
組
に
組
織
的
改
編
が
行
わ
れ
、
い
つ
の
間
に
か

農
村
土
地
所
有
の
受
け
皿
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
一
九
八
二
年
「
全
国
農
村
工
作
会
議
紀
要
」（
一

九
八
三
年
中
央
一
号
文
件
）
で
農
村
土
地
は
集
団
公
有
制
の
下
で
家

庭
請
負
生
産
制
に
組
み
込
ま
れ
、
請
負
期
間
一
五
年
と
す
る
通
知
を

経
て
、
八
六
年
、
法
律
条
文
と
し
て
「
中
国
土
地
管
理
法
」
に
明
記

さ
れ
、
正
式
に
新
し
い
農
村
土
地
所
有
制
度
が
確
立
さ
れ
た
と
同
時

に
、
同
法
第
一
二
条
で
、
集
体
所
有
ま
た
は
国
有
土
地
が
請
負
対
象

と
な
る
こ
と
、
か
つ
そ
の
土
地
の
請
負
経
営
権
（
使
用
権
）
が
保
護

さ
れ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。

　

九
八
年
の
改
正
「
中
国
土
地
管
理
法
」
及
び
「
中
国
土
地
管
理
法

実
施
条
例
」
第
二
章
で
は
、
土
地
所
有
権
と
な
ら
び
土
地
使
用
権
が

一
段
と
明
確
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
二
〇
〇
二
年
、
農
村
土
地
使
用
権
制
度
の
仔
細
を
定
め
た

「
中
国
農
村
土
地
請
負
法
」
の
公
布
と
な
り
、
農
村
土
地
の
集
体
所

有
下
、
農
民
、
合
作
社
、
農
業
企
業
の
請
負
制
度
が
、
請
負
土
地
使
用

権
の
各
方
式
に
よ
る
流
動
化
を
認
め
る
内
容
を
備
え
て
確
立
さ
れ

た
。㈢　

土
地
使
用
権
の
流
動
化

　

農
村
土
地
使
用
権
制
度
の
定
着
も
ま
ま
な
ら
な
い
う
ち
か
ら
、
並

行
的
に
そ
の
流
動
化
政
策
と
農
村
土
地
収
用
制
度
の
肉
付
け
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
た
（
一
九
八
二
年
「
国
家
建
設
収
用
土
地
条
例
」
第
四

〜
五
条
、
八
六
年
「
中
国
土
地
管
理
法
」
第
二
条
、「
農
村
請
負
契

約
紛
糾
案
件
に
関
す
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
」）。
土
地
使

用
権
の
流
動
化
の
進
展
は
、
農
村
土
地
の
政
府
に
よ
る
収
用
を
し
や

す
く
し
、
そ
の
増
加
を
側
面
か
ら
支
え
る
作
用
を
し
て
き
た
。

　

ま
た
一
九
九
三
年
の
使
用
権
期
限
を
三
〇
年
に
延
長
す
る
措
置

（
中
共
中
央
・
国
務
院
「
当
面
す
る
農
業
と
農
村
経
済
発
展
に
関
す

る
若
干
の
政
策
と
措
置
」）
を
講
じ
る
一
方
で
、
そ
の
流
動
化
を
法

的
に
も
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（
一
九
九
三
年
「
中
国
農

業
法
」）。

　

農
村
土
地
使
用
権
流
動
化
は
、
農
民
に
は
農
村
集
体
か
ら
受
け
た

使
用
権
が
あ
る
の
み
と
い
う
な
か
で
進
展
し
た
（
農
村
土
地
の
所
有

者
が
誰
な
の
か
、
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
。
八
六
年
「
中
国
土
地
管

理
法
」
第
八
〜
一
一
条
は
「
農
民
集
体
所
有
」
と
し
、
そ
の
経
営
・

管
理
主
体
は
「
集
体
経
済
組
織
或
い
は
村
民
委
員
会
」
と
規
定
し
て

い
る
が
、「
農
民
集
体
」
に
つ
い
て
の
実
体
的
明
記
は
な
く
、
実
際

に
も
法
概
念
的
に
こ
れ
に
相
当
す
る
組
織
は
存
在
し
な
い
。
最
も
当

て
は
ま
り
そ
う
な
の
は
合
作
社
組
織
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
土
地
所
有

権
を
持
つ
集
体
と
し
て
の
権
能
は
な
い
。
で
は
村
民
委
員
会
は
ど
う

か
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
現
段
階
の
い
か
な
る
法
規
に
も
法
主
体
的
な

所
有
者
と
し
て
の
権
能
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
）。

　

土
地
使
用
権
流
動
化
と
は
、
原
則
と
し
て
土
地
使
用
権
の
一
部
ま



表１　中国の農地流動化面積の推移

年 農地流動化面積
（万 ha）

耕地面積
（万 ha）

使用権面積
（万 ha）

比率（％）
対耕地面積 対使用権面積

2007

2008

2009

2010

2011

2012

  425
  726
1,000
1,247
1,333

〈1,520〉
1,800

10,933
10,862
10,999
11,135
11,160

11,191
〈8,516〉

 3.9
 6.7
 9.1
11.2
11.9

〈13.6〉
16.1

〈17.9〉

注：〈 〉内は中国農業部『2011中国農業統計資料』中国農業出版社、2012年による。
出所：中国国土資源部「中国国家資源公報」、FAO資料等から作成。
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た
は
全
部
が
一
定
の

条
件
の
下
で
他
の
農

民
や
農
業
合
作
社

（
二
〇
〇
七
年
「
中

国
農
民
専
業
合
作
社

法
」
公
布
以
後
は
、

こ
の
法
に
依
ら
な
い

農
業
合
作
社
に
、
こ

の
法
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
「
農
民
専
業
合

作
社
」
が
加
わ
る
こ

と
と
な
っ
た
）、
農

業
企
業
に
対
し
さ
ま

ざ
ま
な
方
式（
論
末

資
料「
農
地
使
用
権

流
動
化
の
方
式
」
参

照
）
に
よ
り
移
転
す

る
こ
と
で
あ
る
。
原

則
と
し
て
、
と
い
う

の
は
、
や
や
複
雑
な

こ
と
だ
が
、
集
体
も

し
く
は
国
家
の
所
有

に
よ
る
土
地
で
、
使

用
権
と
し
て
請
負
に
出
さ
れ
て
い
な
い
土
地
も
ま
た
、
流
動
化
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

土
地
流
動
化
の
背
景
に
は
農
業
労
働
力
の
減
少
、
零
細
農
家
の
離

農
、
国
の
農
業
規
模
拡
大
政
策
、
農
産
物
生
産
か
ら
加
工
・
輸
出
業

務
を
扱
う
農
業
竜
頭
企
業
の
台
頭
、
農
村
の
都
市
化
政
策
な
ど
が
あ

る
。
流
動
化
の
動
き
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
と
く
に
大
き
く
な

り
、
表
１
の
と
お
り
、
最
近
で
は
農
村
土
地
使
用
権
設
定
面
積
（
耕

地
面
積
全
体
は
約
一
億
一
〇
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
が
、
使
用
権
設

定
面
積
、
つ
ま
り
農
民
に
使
用
権
と
し
て
請
負
に
出
さ
れ
て
い
る
耕

地
は
そ
の
八
〇
％
程
度
）
の
一
八
％
に
も
達
し
て
い
〉
3
〈
る
。
経
済
発
展

が
進
ん
だ
地
域
で
は
、
こ
の
割
合
は
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
た
だ
し
、
使
用
権
設
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
土
地
（
全
耕

地
の
約
二
〇
％
）
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
が
流
動
化
し
て
い
る
か
は

不
明
で
あ
る
。

㈣　
「
征
地
」（
土
地
収
用
）制
度
の
確
立

　

不
明
確
な
農
村
土
地
所
有
権
制
度
の
下
に
お
い
て
農
村
土
地
の
流

動
化
が
進
む
一
方
、
一
定
の
法
制
度
的
な
変
更
を
進
め
つ
つ
、
政
府

に
よ
る
農
村
土
地
の
収
用
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
九
〇
年
以

降
、
失
地
農
民
の
拡
大
は
以
下
述
べ
る
よ
う
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

ま
ず
土
地
収
用
に
関
す
る
法
制
度
の
変
更
の
経
緯
の
面
か
ら
み
て

お
き
た
い
。

　

新
中
国
建
設
直
後
、
前
述
し
た
「
中
国
土
地
改
革
法
」
は
農
民
に
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土
地
所
有
権
を
付
与
し
た
歴
史
的
意
義
を
持
つ
法
律
で
あ
っ
た
が
、

は
や
く
も
、
一
九
五
三
年
「
中
央
人
民
政
府
政
務
院
国
家
建
設
収
用

土
地
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
農
村
土
地
の
う
ち
農
用
地
を

中
心
と
す
る
既
開
発
地
を
工
業
や
商
業
、
道
路
と
い
っ
た
生
産
・
生

活
基
盤
の
整
備
に
振
り
向
け
る
政
策
が
採
ら
れ
始
め
た
。
こ
の
法
律

の
第
三
条
で
は
「
人
民
の
耕
地
良
田
は
収
用
せ
ず
、
収
用
し
て
も
少

な
い
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
収
用
制
度
自
体
を
認
め
た
こ
の
法
律
公

布
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
は
、
収
用
補
償
に
つ
い
て
第
八
〜
一
七
条
で
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
る
。
ま
ず
そ
の
補
償
対
象
物
件
に
つ
い
て
は
「
一
般
土

地
」「
特
殊
土
地
」「
公
有
土
地
」「
都
市
地
区
国
有
土
地
」「
地
上
家

屋
」「
井
戸
」「
樹
木
」「
農
作
物
」
と
な
っ
て
お
り
、「
一
般
土
地
」
に

あ
っ
て
は
最
近
三
〜
五
年
の
収
穫
額
を
基
準
に
、「
特
殊
土
地
」
に

あ
っ
て
は
一
定
の
増
額
を
考
慮
、「
地
上
家
屋
」
等
に
つ
い
て
は

「
合
理
的
代
価
」
に
よ
り
補
償
、「
公
有
土
地
」「
都
市
地
区
国
有
土

地
」
に
あ
っ
て
は
そ
こ
で
農
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
場
合
に
は
生
活

状
況
を
考
慮
し
て
補
償
す
る
と
あ
る
。

　

し
か
し
、
補
償
対
象
物
件
そ
れ
ぞ
れ
に
定
義
は
な
く
、
き
わ
め
て

大
ざ
っ
ぱ
な
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
段
階
で
は

土
地
等
の
所
有
者
は
農
民
等
で
あ
り
、
補
償
対
象
者
も
直
接
、
農
民

と
な
っ
て
い
る
の
で
補
償
金
を
全
額
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
。

　

そ
の
後
、
土
地
収
用
制
度
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
急
展
開
す
〉
4
〈

る
。

尤
も
、
土
地
収
用
制
度
は
公
共
の
利
益
を
優
先
す
る
と
の
枠
を
設
け

つ
つ
、
ど
の
国
家
も
備
え
て
お
り
中
国
に
特
有
の
制
度
で
は
な
い
。

た
だ
、
ど
の
国
家
も
土
地
私
有
制
度
の
下
で
の
制
度
で
あ
り
、
か

つ
、
公
共
性
と
補
償
方
法
に
つ
い
て
は
厳
格
な
私
権
者
保
護
政
策
が

採
ら
れ
て
い
る
点
で
は
制
度
的
及
び
運
用
上
の
差
異
が
認
め
ら

れ
〉
5
〈

る
。

　

そ
の
後
、
一
九
五
八
年
「
国
家
建
設
収
用
土
地
法
」
が
成
立
す
る

が
、
こ
の
時
期
は
人
民
公
社
化
が
進
め
ら
れ
る
時
期
と
重
な
り
、
主

な
収
用
先
と
し
て
農
村
合
作
社
や
人
民
公
社
を
相
手
と
す
る
よ
う
に

な
る
。
だ
か
ら
収
用
に
よ
っ
て
、
あ
る
農
民
の
生
活
基
盤
が
直
接
的

な
影
響
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
、
合
作
社
や
人
民
公
社

が
緩
衝
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
一
面
が
あ
る
。
こ
の
た
め
か
、
収

容
に
伴
う
補
償
基
準
は
従
来
の
「
最
近
三
年
か
ら
五
年
の
合
計
収
穫

額
」
か
ら
「
最
近
二
年
か
ら
四
年
の
合
計
収
穫
額
」
へ
と
、
収
穫
変

動
の
リ
ス
ク
分
散
を
抑
え
る
も
の
に
変
更
さ
れ
た
。

　

合
作
社
等
が
土
地
所
有
権
者
に
加
わ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
補
償

面
で
も
一
定
の
複
雑
さ
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
「
一
般
土
地
」
に

あ
っ
て
は
最
近
二
〜
四
年
を
基
準
と
す
る
よ
う
に
変
更
、
農
作
物
、

「
茶
山
、
桐
山
、
魚
養
殖
池
、
蓮
根
池
、
桑
園
、
竹
林
、
果
樹
園
、

葦
池
等
特
殊
土
地
」
の
場
合
は
一
定
の
増
額
を
考
慮
、
住
宅
、
井

戸
、
樹
木
、
農
作
物
は
「
合
理
的
」
な
補
償
を
行
う
と
し
た
。
な
お

合
作
社
の
土
地
に
つ
い
て
は
土
地
及
び
農
作
物
に
つ
い
て
は
「
一
般

土
地
」
同
様
に
補
償
し
、
社
員
の
生
活
に
直
接
の
影
響
が
な
い
と
社
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員
が
認
め
た
場
合
は
補
償
対
象
外
と
す
る
、
と
さ
れ
た
。
こ
の
法
律

に
お
い
て
も
、
補
償
に
つ
い
て
の
厳
格
な
規
定
は
な
く
、
農
民
に

と
っ
て
は
問
題
の
あ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

以
降
、
文
革
時
期
に
な
る
と
農
村
土
地
収
用
に
関
わ
る
法
制
度
的

な
変
更
は
一
休
み
の
時
期
を
迎
え
る
。

　

そ
し
て
改
革
開
放
時
代
に
入
る
が
、
ま
ず
一
九
八
二
年
、
国
務
院

は
「
国
家
建
設
収
用
土
地
条
例
」
を
発
布
し
た
（
同
時
に
五
八
年

「
国
家
建
設
収
用
土
地
法
」
は
廃
止
）。
こ
の
条
例
の
要
諦
は
「
両
権

分
離
」
す
な
わ
ち
所
有
権
と
使
用
権
を
分
離
、
国
家
所
有
の
都
市
土

地
と
集
体
所
有
の
農
村
土
地
を
区
分
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
都
市
土
地
の
収
用
の
背
景
に
は
、
す
で
に
一
定
の
土
地
開
発
の

進
展
、
一
度
も
し
く
は
数
度
に
わ
た
る
集
体
所
有
の
土
地
す
な
わ
ち

農
村
土
地
に
つ
い
て
の
収
用
を
経
て
、
す
で
に
農
用
地
で
は
な
く
工

業
用
地
も
し
く
は
商
業
用
地
、
宅
地
と
い
っ
た
地
目
に
な
っ
た
土
地

に
つ
い
て
の
更
な
る
収
用
を
念
頭
に
お
く
と
い
う
変
化
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
収
用
に
よ
っ
て
都
市
土
地
に
な
っ
た
か
つ
て
の
農
村
土

地
は
、
三
た
び
他
の
地
目
あ
る
い
は
同
地
目
な
が
ら
他
の
用
地
に
収

用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
条
例
の
発
布
に
は
、
急
激
な
経

済
発
展
の
進
展
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
条
例
に
よ
る
補
償
制
度
は
、
そ
の
後
の
補
償
の
あ
り
方
を
規

定
す
る
意
味
も
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
補
償
項
目
を
四
つ
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
補
償
内
容
を
定
め
た
。
⑴
「
土
地
補

償
費
」
は
、
耕
地
の
場
合
、
年
収
穫
額
（
収
用
前
三
年
平
均
収
穫
額

を
国
が
定
め
る
単
価
に
よ
り
計
算
）
の
三
か
ら
六
倍
、
耕
地
以
外
の

土
地
の
場
合
、
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
政
府
が
決
定
、
収
益
の
な
い

土
地
の
場
合
、
無
補
償
、
⑵
「
農
民
人
口
移
住
補
償
費
」
の
場
合
の

農
民
一
人
当
た
り
補
償
額
は
そ
の
者
の
耕
地
に
お
け
る
年
収
穫
額
の

二
か
ら
三
倍
、
た
だ
し
最
高
額
は
年
当
た
り
収
穫
額
の
一
〇
倍
を
超

え
て
は
な
ら
な
い
。「
耕
地
以
外
の
移
住
補
償
費
」
に
あ
っ
て
は
別

途
規
定
、
宅
地
収
用
に
伴
う
移
住
に
つ
い
て
は
補
償
せ
ず
。
な
お
個

別
の
特
殊
事
情
に
つ
い
て
は
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
政
府
が
審
査
の

う
え
決
定
し
、
移
住
補
償
費
は
増
額
可
能
だ
が
土
地
補
償
費
と
移
住

補
償
費
の
合
計
額
は
収
用
す
る
土
地
の
年
当
た
り
収
穫
額
の
二
〇
倍

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
⑶
「
地
上
付
属
物
」
及
び
⑷
「
育

成
中
農
作
物
補
償
費
」
に
つ
い
て
は
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
政
府
の

判
断
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
な
お
、
収
用
土
地
面
積
ご
と
の
許
可

権
限
は
表
２
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
六
年
に
は
「
中
国
土
地
管
理
法
」（
以
下
「
八
六
年
土
地

管
理
法
」）
が
公
布
さ
れ
た
が
、
同
時
に
廃
止
さ
れ
た
八
二
年
「
国

家
建
設
収
用
土
地
条
例
」
の
内
容
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
権
限
の
強
い

法
律
と
し
て
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
法
律
に

は
、
す
で
に
土
地
使
用
権
保
護
と
土
地
収
用
と
の
矛
盾
が
明
瞭
に
表

れ
て
い
た
。
第
一
一
〜
一
二
条
で
「
何
人
も
土
地
所
有
と
土
地
使
用

権
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
一
方
、
第
二
一
〜
二
六
条
で
は

経
済
・
文
化
・
国
防
建
設
・
社
会
公
共
事
業
の
た
め
と
の
条
件
付
き

で
は
あ
る
が
、
集
体
所
有
あ
る
い
は
国
有
土
地
は
収
用
さ
れ
う
る
こ



表２　土地収用の内容別許可権限

土地の分類 国家建設収用土地条例
（1982年５月）

中国土地管理法
（1986年６月）

中国土地管理法
（1998年８月）

耕地・園地 1,000ムー以上 国務院
耕地・園地 1,000ムー以下 県・市政府
耕地・園地以外の土地 １万ムー以上 国務院
耕地・園地以外の土地 １万ムー以下 県・市政府
直轄市内土地 直轄市政府

50万人以上都市内土地 市政府
（省政府報告・自治区政府許可）

50万人以下都市内土地 県・市政府

園地３ムー以上、林地・草地10ムー以上 県・市政府
（省政府報告・自治区政府許可）

園地３ムー以下、林地・草地10ムー以下 県・市政府
その他土地 20ムー以上 県・市政府

耕地 1,000ムー以上 国務院
耕地 ３ムー以下 県
その他土地 10ムー以下 同
直轄市行政区内土地 直轄市政府
その他土地 2,000ムー以上 国務院

基本農田 国務院
基本農田以外で35haを超える耕地 同
その他土地で70ha 同

その他土地 省・自治区・直轄市
（国務院報告）

出所：各法から筆者作成。
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と
を
謳
っ
て
い
る
。

　

な
お
八
六
年
「
土
地
管
理
法
」
上
の
収
用
の
許

可
権
限
は
表
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
前
に
比
べ

る
と
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
法
律
に
は
、
ま
だ
多
少
な
が
ら
収

用
土
地
の
範
囲
に
制
限
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
収
用
面
積
の
規
模
に
、
耕
地

の
場
合
一
〇
〇
〇
ム
ー
を
一
つ
の
収
用
基
準
と
し

て
い
た
点
は
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、

収
用
し
た
耕
地
は
補
て
ん
す
る
義
務
が
あ
る
（
同

条
例
第
七
条
）
と
は
い
え
、
耕
地
を
保
護
す
る
と

い
う
姿
勢
が
ま
だ
み
ら
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
八
年
に
改
正
さ
れ
た
新
し

い
「
土
地
管
理
法
」（
以
下
「
新
土
地
管
理
法
」）
で

は
、
第
四
四
条
で
「
農
用
地
が
建
設
用
地
に
転
換

さ
れ
る
」
と
、
収
用
の
範
囲
が
「
農
用
地
」
と
一
括

さ
れ
、
収
用
の
対
象
土
地
が
簡
潔
な
表
現
に
な
っ

た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
刻
み
な
収
用
許

可
と
い
う
姿
勢
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
五
条
で
規
定
す
る
国
務
院
が
許
可
権
限
を

持
つ
土
地
の
対
象
と
し
て
、
表
２
の
と
お
り
「
基

本
農
田
」「
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
基
本
農

田
以
外
の
耕
地
」「
そ
の
他
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
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超
え
る
土
地
」
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
な
ど
と
を
考
慮
す
る
と
、「
新

土
地
管
理
法
」
で
は
従
来
の
自
制
的
な
収
用
姿
勢
が
基
本
的
な
変
更

を
み
た
と
い
え
る
と
思
〉
6
〈

う
。
こ
の
点
は
同
時
に
公
布
さ
れ
、
同
法
を

補
強
し
た
「
中
国
土
地
管
理
法
実
施
条
例
」
に
お
い
て
よ
り
明
瞭
で

あ
る
。

　

ま
た
「
土
地
使
用
権
」
を
収
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
「
新
土
地

管
理
法
」
第
四
六
条
、
五
五
条
な
ど
で
初
め
て
登
場
す
る
。
こ
れ
に

は
、
農
村
土
地
利
用
を
め
ぐ
る
大
き
な
客
観
的
変
化
が
背
景
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
八
六
年
土
地
管
理
法
」
以
前
の
段
階
で
は
、
条
文
か
ら
、
当
局

が
収
用
の
対
象
土
地
を
集
体
所
有
土
地
の
う
ち
、
前
述
し
た
使
用
権

と
し
て
貸
し
出
し
て
い
な
い
土
地
を
中
心
と
し
て
描
い
て
い
た
可
能

性
が
高
か
っ
た
。
二
〇
一
一
年
時
点
で
さ
え
、
農
用
地
面
積
の
う
ち

使
用
権
と
し
て
請
負
に
出
さ
れ
て
い
た
の
は
八
五
一
五
万
六
四
二
〇

ヘ
ク
タ
ー
〉
7
〈

ル
で
、
全
農
用
地
（
耕
地
に
他
の
農
用
地
を
加
え
た
も

の
）
の
お
よ
そ
七
〇
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
八
六

年
以
前
の
そ
の
割
合
は
も
っ
と
少
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
逆
に

い
う
と
、
使
用
権
と
し
て
請
負
に
出
さ
れ
て
い
な
い
農
用
地
面
積

は
、
少
な
く
み
て
も
三
〇
％
以
上
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
広
大
な
面
積
を
考
慮
す
れ
ば
、
先
の
よ
う
な
想
像
を
す
る
余
地
は

十
分
に
あ
る
と
い
え
る
と
思
う
。
こ
の
点
は
「
八
六
年
土
地
管
理

法
」
の
段
階
で
は
、
収
用
の
対
象
土
地
の
中
心
に
使
用
権
の
な
い
土

地
を
想
定
し
て
い
た
可
能
性
の
高
さ
を
裏
付
け
る
一
つ
の
根
拠
と
な

ろ
う
。

　

し
か
し
九
八
年
段
階
に
な
る
と
土
地
使
用
権
の
流
動
化
の
全
国
的

な
進
展
が
み
ら
れ
、
国
家
建
設
の
た
め
に
重
要
な
土
地
の
多
く
は
、

す
で
に
使
用
権
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
平
坦
地
に
あ
る
農
用
地

と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
と
く
に
経
済
開
発
の
進
ん
だ
地
域

で
は
、
収
用
の
対
象
と
す
る
土
地
を
使
用
権
の
あ
る
土
地
を
含
む
全

農
用
地
に
拡
大
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
筆
者
の
上
海

市
郊
外
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
土
地
使
用
権
の
流
動
化
に
よ
っ
て
、

原
使
用
権
保
持
者
は
自
分
の
土
地
を
貸
出
し
、
自
身
は
農
外
で
就
労

す
る
な
ど
の
農
業
ば
な
れ
も
深
刻
化
し
て
い
〉
8
〈
る
。

　

な
お
収
用
に
伴
う
補
償
の
対
象
項
目
は
八
二
年
の
「
国
家
建
設
収

用
土
地
条
例
」
と
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
が
、
⑴
「
土
地
補
償
費
」

の
耕
地
の
場
合
、
年
収
穫
額
（
収
用
前
三
年
平
均
収
穫
額
を
国
が
定

め
る
単
価
に
よ
り
計
算
）
の
六
か
ら
一
〇
倍
、
⑵
「
農
民
人
口
移
住

補
償
費
」
の
場
合
の
農
民
一
人
当
た
り
補
償
額
は
そ
の
者
の
耕
地
に

お
け
る
収
用
前
三
年
平
均
収
穫
額
の
四
か
ら
六
倍
、
た
だ
し
最
高
額

は
年
当
た
り
収
穫
額
の
一
五
倍
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
、
⑶
そ
の
他

の
土
地
及
び
地
上
付
属
物
、
育
成
中
農
産
物
の
補
償
は
省
、
自
治

区
、
直
轄
市
の
規
定
に
よ
る
と
し
た
。
な
お
土
地
と
移
住
補
償
費
に

つ
い
て
は
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
政
府
が
審
査
の
う
え
増
額
可
能
で

あ
る
が
、
そ
の
額
は
収
用
前
三
年
平
均
収
穫
額
の
三
〇
倍
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
と
し
た
。「
八
六
年
土
地
管
理
法
」
に
比
べ
る
と
、
か

な
り
改
善
さ
れ
た
跡
が
あ
る
。
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な
お
二
〇
〇
四
年
八
月
に
は
、「
新
土
地
管
理
法
」
も
改
正
さ
れ

た
。
こ
の
改
正
で
は
文
言
の
「
征
用
」（
徴
収
）
を
「
征
収
」（
収
用
）

に
変
更
し
た
が
、
こ
れ
は
大
し
た
意
味
は
な
い
。
目
立
た
な
い
が
第

二
条
の
改
正
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
改
正
前
の
同
法

第
二
条
は
「
国
家
は
公
共
の
利
益
が
求
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
律

の
定
め
に
し
た
が
い
集
体
所
有
の
土
地
を
収
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
改
正
後
は
「
国
家
は
公
共
の
利
益
が
求
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
土
地
の
収
用
を
行
い
、
あ
る
い
は
徴
収
を
実
行

し
、
補
償
を
与
え
る
」
と
な
っ
た
。

　

改
正
前
に
は
な
か
っ
た
補
償
の
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
が
、
補
償
に

つ
い
て
は
別
の
条
文
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、
本
来
、
あ
え
て
こ
の
場

所
に
加
え
る
必
要
性
は
あ
ま
り
な
い
。
で
は
、
な
に
が
改
正
の
要
諦

か
と
い
う
と
「
集
体
所
有
の
土
地
」
が
消
え
、「
土
地
」
一
般
と

な
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
収
用
を
土
地
の
す
べ
て
に
拡
大
し
、

急
速
か
つ
広
範
に
進
ん
だ
農
村
土
地
使
用
権
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
式
に

よ
る
流
動
化
に
対
し
て
そ
の
収
用
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
現
在
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
中
国
の
土
地
に
は
国
家
所
有

地
、
集
体
等
所
有
地
が
あ
り
、
両
者
の
う
ち
使
用
権
を
付
与
し
て
民

間
使
用
に
任
せ
て
い
る
土
地
（
耕
地
、
建
設
用
地
な
ど
）
と
そ
う
で

な
い
土
地
、
つ
ま
り
国
家
や
集
体
等
が
み
ず
か
ら
の
用
途
の
た
め
も

し
く
は
空
地
等
と
し
て
所
有
し
て
い
る
土
地
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
土
地
を
含
め
、
収
用
の
対
象
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
改
正
の
意
図

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
改
正
後
に
は
「
征
収
」（
収
用
）
と
「
征
用
」（
徴
収
）
の
二
つ

の
文
言
が
並
列
的
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
。
他
の
条

文
で
は
「
征
用
」
を
「
征
収
」
に
変
え
て
い
る
が
、
第
二
条
で
は
こ
の

二
つ
の
文
言
を
併
用
し
て
い
る
。「
中
国
物
権
法
」
を
調
べ
て
み
る

と
、
こ
の
二
つ
の
文
言
の
意
味
を
区
別
し
、
第
四
二
条
で
は
「
征

収
」
を
公
共
の
利
益
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
土
地
・
建
物
・
そ
の

他
不
動
産
を
収
用
す
る
と
あ
り
、
第
四
四
条
で
は
「
征
用
」
を
危
険

回
避
の
た
め
の
緊
急
工
事
、
災
害
等
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
時
に

徴
収
す
る
、
と
定
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

要
約
す
る
と
、
国
家
は
土
地
そ
の
他
の
不
動
産
を
公
共
の
利
益
に

供
す
る
た
め
と
、
緊
急
事
態
発
生
時
の
措
置
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
は
一
定
の
意
味
が

あ
る
が
、
大
き
な
問
題
の
「
公
共
の
利
益
」
と
は
何
か
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
判
然
と
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

二
　
土
地
収
用
の
実
態

㈠　
失
地（
収
用
）面
積
の
推
移

　

こ
こ
で
、
国
家
等
の
要
請
に
よ
り
農
業
以
外
の
用
途
の
施
設
等
の

建
設
の
た
め
に
収
用
さ
れ
た
農
村
土
地
収
用
面
積
の
実
態
の
推
移
を

み
て
お
き
た
い
。
農
村
土
地
面
積
全
体
で
は
な
く
、
農
民
の
農
業
や

生
活
に
直
接
関
連
す
る
耕
地
の
収
用
面
積
に
絞
っ
て
み
て
い
く
。
た



表３　中国全土耕地収用面積の推移
 （万 ha）

時　期 収用耕地面積 新増耕地面積

1987–2000 226.4

第10次
五カ年計画期間

2001

2002

2003

2004

2005

 16.4
 20.0
 22.9
 29.2
 21.2

 20.3
 26.1
 31.1
 34.6
 30.7

小計 （109.7） （142.8）

第11次
五カ年計画期間

2006

2007

2008

2009

2010

 25.9
 18.8
 19.2
  23.0*
 21.2

 26.7
 27.4
 31.9
 26.9
 37.4

小計 （108.1） （150.3）
第12次
五カ年計画期間

2011

2012

 25.3
 25.9

 35.0
 46.6

2000–2030 363.5

注：2009年の＊は推定値。1987–2000年、2000–2030年は
孔祥智「我国城鎮化進程中失地農民的補償」『経済理論
与経済管理』2004年第５期に依る。

出所：中国国土資源部「全国土地利用変更調査報告」、中
国国土資源部「中国国土資源公報」等から作成。
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だ
し
、
現
状
は
こ
れ
を
正
確
に
示
す
デ
ー
タ
を
中
国
政
府
自
身
つ
か

ん
で
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。
現
在
は
国
土
資
源
部
が
所
管
官
庁
で

あ
る
が
、
と
く
に
問
題
な
の
は
収
用
面
積
の
割
合
な
ど
を
知
る
た
め

に
必
要
な
、
正
確
な
耕
地
面
積
の
推
移
を
み
る
こ
と
さ
え
困
難
な
こ

と
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
デ
ー
タ
で
は
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
断
片
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
政
府
デ
ー
タ
と
は
、
な
ぜ
か
違
い
が
あ
る
）、
収
用
面

積
に
つ
い
て
は
「
全
国
土
地
利
用
変
更
調
査
報
告
」
が
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
一
、
二
〇
〇

二
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
八
年
の
四
回
で
あ
り
、
時

系
列
的
な
趨
勢
を
み
る
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
、
こ

れ
を
補
う
資
料
と
し
て
「
中
国
国
土
資
源
公
報
」
が

あ
る
が
、
正
確
性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
制
約
が

少
な
く
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
制
約
の
下
で
、
種
々
の
デ
ー
タ
か
ら
作

成
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
ま
ず
一
九
八
七
〜
二

〇
〇
〇
年
ま
で
に
収
用
さ
れ
た
総
耕
地
面
積
は
二
二

六
・
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
日
本
の
現
在
の
耕
地
面
積

の
ほ
ぼ
半
分
に
相
当
す
る
大
規
模
な
面
積
で
あ
る
。

以
下
、
二
〇
〇
一
年
以
降
を
み
る
と
、
毎
年
二
〇
万

〜
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
近
い
耕
地
が
収
用
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
第
一
〇
次
五

カ
年
計
画
期
間
は
一
〇
九
・
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
次

の
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
間
は
一
〇
八
・
一
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
二
つ
の
五
カ
年
計
画
期
間
中
、
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
耕
地

が
収
用
に
あ
っ
た
。
以
降
、
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
二
年
と
も
そ
れ
ぞ

れ
二
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
つ
づ
く
。
あ
る
予
測
で
は
、
二
〇
〇
〇
〜

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
総
計
三
六
三
・
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
あ
ら
た
に

収
用
さ
れ
る
見
通
し
と
い
う
。
多
く
は
地
方
政
府
に
よ
る
無
節
操
な

土
地
開
発
、
税
収
や
転
売
利
益
を
当
て
込
ん
だ
結
果
で
あ
る
。

　

期
間
別
の
年
平
均
値
は
、
一
九
八
七
〜
二
〇
〇
〇
年
一
六
・
二
万
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ヘ
ク
タ
ー
ル
、
第
一
〇
次
五
カ
年
計
画
期
間
二
一
・
九
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
第
一
一
次
五
カ
年
計
画
期
間
二
一
・
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
期
間

は
短
い
が
第
一
二
次
五
カ
年
計
画
期
間
二
五
・
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

参
考
ま
で
に
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
予
測
期
間
を
み
る
と

一
一
・
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
計

し
て
一
九
八
七
〜
二
〇
三
〇
年
ま
で
を
み
る
と
約
六
〇
〇
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
日
本
全
国
の
耕
地
面
積
（
四
五
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
優
に
上
回
る
規
模
で
あ
る
。

　

表
３
右
欄
に
は
新
増
耕
地
面
積
と
い
う
欄
を
設
け
た
が
、
転
用
さ

れ
た
耕
地
を
補
て
ん
す
る
た
め
の
法
的
措
置
に
対
応
す
る
も
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
年
で
収
用
耕
地
面
積
を
上
回
る
実
績
を
確
保
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
全
国
数
字
で
あ
り
、
個
々
の

地
方
で
は
そ
の
埋
め
合
わ
せ
に
苦
労
す
る
例
も
み
ら
れ
る
と
同
時

に
、
耕
地
と
し
て
補
て
ん
さ
れ
る
土
地
が
樹
園
地
で
あ
っ
た
り
、
荒

れ
地
や
そ
の
他
の
農
用
地
で
あ
っ
た
り
、
実
質
的
に
農
用
地
を
農
用

地
で
埋
め
合
わ
せ
る
と
い
う
苦
肉
の
策
も
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
方
式
の
補
て
ん
が
許
さ
れ
る
の
も
、
中
国
式
の
農
用
地
種
目
区

分
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
名
目
上
の
耕
地
面
積
は
減
ら
ず
、
む
し
ろ
増
え
る
現
象

が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
耕
地
は
も
と
も
と
地
力
が
弱
く
、
地

理
的
・
形
状
的
に
不
利
な
条
件
に
あ
っ
た
も
の
が
名
目
を
変
え
た
に

す
ぎ
な
い
土
地
が
多
く
、
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
大
量
の
化

学
肥
料
が
撒
か
れ
、
地
力
の
弱
さ
や
地
理
的
条
件
が
引
き
金
と
な
る

虫
害
や
土
壌
汚
染
、
有
益
な
土
壌
菌
破
壊
を
隠
ぺ
い
す
る
た
め
に
大

量
の
農
薬
が
撒
か
れ
、
も
と
も
と
不
適
作
地
な
の
で
土
壌
の
保
水
能

力
も
劣
り
、
大
量
の
地
下
水
が
汲
み
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
環
境
破
壊

的
な
状
況
が
普
遍
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
国
の
耕
地
単
位
当
た

り
生
産
性
は
多
く
の
作
目
で
上
昇
す
る
現
象
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
、
こ
の
よ
う
な
耕
地
の
増
加
と
化
学
肥
料
と
農
薬
に
依
存
す
る
土

壌
収
奪
型
農
業
技
術
の
普
遍
化
に
よ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。㈡　

失
地
農
民
│
│ “
三
無
遊
民
” の
構
造
│
│

　

こ
の
よ
う
な
形
で
収
用
さ
れ
耕
地
面
積
が
減
少
す
る
と
失
地
農
民

は
増
え
る
。
収
用
さ
れ
た
農
村
土
地
は
農
民
サ
イ
ド
か
ら
み
れ
ば
す

な
わ
ち
「
失
地
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
あ
っ
た
農
民
が
す
な
わ
ち
「
失

地
農
民
」
と
な
る
。
失
地
農
民
は
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。「
完
全
失
地
農
民
」「
部
分
失
地
農
民
」
で
あ
る
。
前
者
は
「
完

全
失
地
・
失
宅
」
で
あ
り
、
す
べ
て
の
土
地
と
住
宅
を
失
っ
た
者
、

後
者
は
一
部
失
地
で
住
宅
を
失
っ
た
者
ま
た
は
一
部
失
地
で
住
宅
は

残
っ
た
者
で
あ
〉
9
〈

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
区
分
法
で
失
地
農
民
の
全

国
的
実
態
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
し
、
事
例
的
に
も
同
様
で
あ
る
。

　

完
全
失
地
農
民
の
数
が
ど
の
く
ら
い
に
上
る
か
、
や
は
り
正
確
な

デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
し
、
収
用
面
積
一
ム
ー
当
た
り
一
・

五
人
の
失
地
農
民
を
生
む
と
い
う
経
験
値
が
あ
〉
10
〈

る
。
こ
う
し
た
経
験

値
を
も
と
に
は
じ
き
出
さ
れ
た
数
字
で
あ
る
が
、
一
九
八
七
〜
二
〇
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〇
〇
年
に
生
ま
れ
た
失
地
農
民
が
約
五
〇
〇
〇
万
人
、
ま
た
二
〇
〇

〇
〜
二
〇
三
〇
年
に
は
、
毎
年
一
〇
〇
万
人
増
え
、
八
〇
〇
〇
万
人

に
な
ろ
う
と
い
う
有
力
な
数
字
が
あ
〉
11
〈

る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
時
点

で
六
〇
〇
〇
万
人
、
そ
の
一
〇
年
後
に
は
一
億
人
近
く
に
達
し
よ
う

と
の
別
の
見
方
も
あ
〉
12
〈

る
。
こ
の
よ
う
に
正
確
な
も
の
と
は
い
い
が
た

い
が
、
お
お
ま
か
に
共
通
し
て
い
る
数
字
は
、
現
在
約
六
〇
〇
〇
万

人
程
度
に
は
達
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

失
地
農
民
の
正
確
な
把
握
が
困
難
な
事
情
は
、
⑴
失
地
し
て
も
農

村
戸
籍
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
統
計
的
な
把
握
が
で
き
に
く
い
こ

と
、
⑵
完
全
失
地
や
部
分
失
地
の
概
念
は
正
し
い
に
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
数
的
把
握
が
困
難
な
こ
と
、
⑶
他
の
農
民
等
に
貸
付
け
た
土

地
使
用
権
の
実
効
的
現
保
持
者
が
そ
の
土
地
の
収
用
に
あ
っ
て
失
地

農
民
と
な
っ
た
に
し
て
も
原
使
用
権
の
保
持
者
が
他
の
土
地
で
農
業

を
実
際
に
営
ん
で
い
た
り
す
る
と
失
地
農
民
は
現
使
用
権
者
の
み
が

該
当
し
、
あ
る
い
は
同
一
の
土
地
に
つ
い
て
の
現
使
用
権
者
と
原
使

用
権
者
が
ダ
ブ
っ
て
失
地
す
る
と
の
カ
ウ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

も
と
も
と
混
乱
が
起
き
や
す
い
制
度
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
土
地
収
用
に
あ
っ
た
経
験
が
あ
る
農
民
は
、
地
域
の
な

か
で
ど
の
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
事
例
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
調
査
に
よ
る
と
そ
の
割
合
は
寧
波
八
五
％
、

無
錫
七
九
％
、
濰
坊
六
五
％
、
東
莞
三
九
％
、
重
慶
七
〇
％
、
成
都

九
九
％
に
上
る
と
い
〉
13
〈

う
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
農
業
地
帯
の
濰
坊
を
の

ぞ
き
い
ず
れ
も
率
先
し
て
経
済
開
発
が
進
め
ら
れ
た
地
域
で
あ
り
、

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
そ
の
割
合
は
非
常
に
高
い
。
と
く
に
寧
波
と

成
都
は
抜
き
ん
で
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
完
全
失
地
農
民
の
割
合
を

示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
相
当
な
割
合
が
完
全
失
地
か
そ

れ
に
近
い
状
態
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

す
で
に
み
た
よ
う
に
現
在
の
全
国
の
完
全
失
地
農
民
は
六
〇
〇
〇

万
人
前
後
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
参
考
に
、
部
分
失
地
農

民
の
割
合
の
全
国
平
均
値
を
か
り
に
五
〇
％
と
す
る
と
、
全
農
民

（
生
産
年
齢
農
村
人
口
）
約
五
億
人
の
半
分
、
つ
ま
り
二
億
五
〇
〇

〇
万
人
に
も
達
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
失
地
農
民
の
年
齢
別
構
成
比
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

全
国
に
つ
い
て
の
正
確
な
数
字
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
や
は
り

あ
る
調
査
を
例
に
と
る
と
、
二
〇
〜
二
九
歳
五
・
二
％
、
三
〇
〜
三

九
歳
二
五
・
〇
％
、
四
〇
〜
四
九
歳
二
九
・
五
％
、
五
〇
〜
五
九
歳
二

五
・
〇
％
、
六
〇
〜
六
九
歳
一
一
・
三
％
、
七
〇
歳
以
上
四
・
〇
％
と

い
う
調
査
事
例
が
あ
〉
14
〈

る
。
こ
の
調
査
に
従
う
と
失
地
農
民
は
三
〇
〜

五
九
歳
ま
で
の
層
に
最
も
多
く
、
約
八
〇
％
に
達
す
る
。

㈢　
失
地
後
農
民
の
経
済
状
態

　

失
地
農
民
の
年
齢
構
成
比
を
み
る
と
、
働
き
盛
り
、
家
庭
の
な
か

で
大
黒
柱
と
な
る
年
齢
層
の
農
民
が
最
も
失
地
農
民
に
陥
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
失
地
イ
コ
ー
ル
失
業
、

家
庭
没
落
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
農
民
の
お
か
れ
た
状
況
を
さ
し



表４　失地前後の農家収支変化（2009年）

調査全体
（元）

失地農民
（元）

失地農民
増減率（％）

収用前　所得
　　　　支出
　　　　収支差

10,887
8,136
2,751

11,539
8,001
3,537

収用後　所得
　　　　支出
　　　　収支差

18,371
15,791
2,580

　59.2
　97.4
▲27.1

収用前後の収支差増減 ▲957

出所：汪暉『中国征地制度改革』浙江大学出版社、2013年、
151頁から作成。
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て
「
三
無
遊
民
」、
つ
ま
り
耕
地
無
し
、
仕
事
無
し
、
社
会
保
障
無

し
、
と
形
容
す
る
場
合
が
あ
る
。
耕
地
を
な
く
し
て
農
業
か
ら
失
業

し
て
も
、
社
会
保
障
が
不
十
分
で
仕
事
も
な
い
の
が
失
地
農
民
の
姿

で
あ
る
。
残
せ
た
場
合
で
も
耕
地
面
積
は
以
前
の
数
割
、
も
と
も
と

十
分
で
な
か
っ
た
広
さ
が
猫
の
額
ほ
ど
の
面
積
に
減
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
た
め
、
失
地
農
民
の
社
会
的
地
位
は
さ
ら
に
低
下
、
あ

る
調
査
に
よ
る
と

「
高
く
な
っ
た
」の
は

わ
ず
か
一
・
五
％
、

「
変
わ
ら
ず
」
が
五

三
・
六
％
、「
低
下
し

た
」
が
四
五
％
と

い
〉
15
〈

う
。
収
用
後
、
収

入
水
準
が
上
昇
す
る

が
、
支
出
が
そ
れ
以

上
に
増
え
、
結
局
農

家
収
支
は
悪
化
す
る

例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
そ
の
様
子
を
示

し
た
の
が
表
４
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
収
用
前
の
農
家

収
支
は
近
隣
の
一
般
農
家
よ
り
も
よ
か
っ
た
が
、
収
用
後
、
そ
れ
は

三
〇
％
近
く
も
減
少
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
離
農
後
、
農
業
以
外
の

産
業
や
業
種
に
就
業
し
た
が
、
移
住
後
の
生
活
や
生
産
活
動
条
件
の

変
化
に
よ
り
、
現
金
支
出
が
増
加
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
と
想

像
で
き
る
。

　

こ
の
例
の
よ
う
に
は
所
得
が
増
加
せ
ず
、
減
少
す
る
場
合
も
少
な

く
な
い
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
失
地
農
民
の
四
六
％
は
土
地
を
収
用

さ
れ
て
か
ら
後
、
所
得
が
減
少
し
た
と
い
〉
16
〈

う
。

　

土
地
を
収
用
さ
れ
た
完
全
失
地
農
民
の
就
業
状
況
を
調
べ
た
調
査

で
は
、「
企
業
や
個
人
経
営
で
の
臨
時
工
」
四
六
％
、「
商
工
業
自

営
」
二
六
％
、
こ
の
二
つ
の
仕
事
で
七
〇
％
を
占
め
る
例
も
あ
る
と

い
〉
17
〈

う
。
別
の
資
料
で
は
、
失
地
農
民
の
七
〇
〜
八
〇
％
が
建
築
業
な

ど
不
安
定
な
仕
事
に
就
い
て
い
〉
18
〈
る
。
し
か
し
、
新
し
い
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
た
の
は
二
一
・
五
％
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
報
告
も
あ
〉
19
〈

る
。

　

こ
の
背
景
に
は
地
方
や
村
に
進
出
し
て
き
た
企
業
の
姿
勢
が
問
題

で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。「
企
業
が
増
え
る
と
、
労
働
者
も

そ
の
割
で
増
え
る
わ
け
だ
が
、
土
地
の
農
民
が
就
職
で
き
て
仕
事
に

あ
り
つ
け
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
工
場
側
は
土
地
の
者
を

雇
う
こ
と
を
好
ま
な
い
。
彼
ら
に
は
賃
金
を
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
管
理
が
難
し
い
の
で
、
往
々
に
し
て
門
前
払
い
と
な
〉
20
〈

る
」。

　

以
上
の
よ
う
に
失
地
農
民
の
経
済
状
況
は
概
し
て
悪
化
し
、
生
活

条
件
の
低
下
は
否
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
土
地
を
収
用
さ

れ
た
際
に
受
け
る
補
償
制
度
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
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あ
る
。
次
に
こ
の
点
を
み
よ
う
。

三
　
土
地
収
用
補
償
制
度
の
問
題
点

㈠　
補
償
の
対
象
者
は
失
地
農
民
に
あ
ら
ず

　

失
地
農
民
の
問
題
は
一
つ
に
は
土
地
収
用
に
伴
う
補
償
対
象
物

件
、
補
償
金
査
定
の
方
法
の
問
題
が
あ
り
、
こ
の
点
、
上
述
し
た
内

容
か
ら
き
わ
め
て
曖
昧
な
規
定
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
お
お
よ
そ
の

見
当
が
つ
く
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
は
補
償
相
手
に

つ
い
て
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
大
ざ
っ
ぱ
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
が
補
償
規
定
を
記
述
し
て
い
る
が
、
誰
に
補
償
す
る

の
か
、
と
い
う
点
は
、
と
く
に
使
用
権
制
度
が
で
き
て
以
降
、
信
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
農
民
は
ほ
と
ん
ど
蚊
帳
の
外
に
お
か
れ

る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今
日
、
失
地
農
民
問
題
が
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、
農
民
に
と
っ
て
き
わ
め
て

不
利
な
規
定
が
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
背
景

が
あ
る
。

　

具
体
的
に
、
関
係
法
律
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
そ
の
問
題
点
を
み

よ
う
。
す
で
に
補
償
の
内
容
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
の
で
繰
り
返
さ

な
い
が
、
こ
れ
ら
の
補
償
措
置
は
、
実
は
、
失
地
農
民
に
対
す
る
補

償
で
は
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
新
土
地
管
理

法
」
第
四
七
条
に
は
補
償
の
内
容
は
書
い
て
あ
る
も
の
の
、
そ
の
対

象
者
に
つ
い
て
は
一
言
も
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
同
法
と
同

時
に
公
布
さ
れ
た
「
中
国
土
地
管
理
法
実
施
条
例
」
を
み
る
と
、
そ

の
第
二
六
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
土
地
補
償
費
は
農
村

集
体
経
済
組
織
の
所
有
に
帰
属
す
る
。
地
上
付
属
物
件
及
び
育
成
中

の
農
作
物
に
関
す
る
補
償
費
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
に
帰
属
す
る
」。

つ
ま
り
、
土
地
収
用
の
代
替
と
な
る
補
償
費
は
農
民
に
は
帰
属
せ

ず
、
村
の
集
体
に
帰
属
す
る
こ
と
、
農
民
に
帰
属
す
る
の
は
農
作
物

と
建
物
の
補
償
費
だ
け
で
あ
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

補
償
の
仕
組
み
は
、
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
収
用
や
補
償
金
を
め
ぐ
っ
て
、
農
民
と
当
局
、
農
民
と
農

民
間
の
争
い
も
絶
え
な
い
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
争
議
も
ま
た
同
様
の

根
を
持
っ
て
い
る
。
中
国
政
府
は
二
〇
〇
九
年
、「
中
国
農
村
土
地

承
包
経
営
糾
紛
調
解
仲
裁
法
」
を
公
布
し
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
事
件

処
理
の
た
め
で
あ
り
何
ら
根
本
的
解
決
が
期
待
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。

㈡　
農
民
に
渡
る
補
償
金
は
五
〜
一
〇
％

　

こ
の
補
償
の
仕
組
み
の
結
果
、
土
地
の
販
売
代
金
等
を
原
資
と
す

る
補
償
金
の
分
配
先
は
農
村
集
体
が
二
五
〜
三
〇
％
で
、
失
地
農
民

自
身
は
わ
ず
か
五
〜
一
〇
％
を
受
け
取
る
に
す
ぎ
な
い
。
で
は
、
残

り
の
七
〇
〜
六
〇
％
は
誰
が
受
け
取
る
の
か
、
と
い
え
ば
郷
鎮
政
府

や
そ
の
上
部
機
関
等
で
あ
〉
21
〈

る
。
同
様
の
こ
と
は
、
筆
者
が
各
地
の
農

村
調
査
で
耳
に
す
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
つ
ま
り
、
農
民
が
受
け



表５　１ムー当たり補償金の地域差 
 （2003年）

地　域 補償金額（元）

北京市
天津市
上海市
重慶市
河北省
山東省
河南省
山西省
江蘇省
浙江省
湖北省
江西省
湖南省
安徽省
広東省
海南省
福建省
遼寧省
吉林省
黒龍江省
陝西省
甘粛省
四川省
雲南省
貴州省
青海省
内モンゴル自治区
広西チワン族自治区
寧夏回族自治区
新疆ウイグル自治区
チベット自治区

50,000–180,000
10,000–20,000
50,000–180,000
50,000–180,000
20,000–50,000
10,000–20,000
10,000–20,000
20,000–50,000
20,000–50,000
20,000–50,000
20,000–50,000
3,000–10,000

20,000–50,000
20,000–50,000
20,000–50,000
20,000–50,000
20,000–50,000
20,000–50,000
3,000–10,000
3,000–10,000

20,000–50,000
3,000–10,000

20,000–50,000
20,000–50,000
10,000–20,000
3,000–10,000
3,000–10,000

10,000–20,000
20,000–50,000
20,000–50,000
20,000–50,000

出所：王鑫「中国征地補償准探析」『城市環
境設計』2007年第６期から筆者作成。
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取
る
補
償
金
の
五
〜
一
〇
％
と
い
う
の
は
、
育
成
中
の
農
作
物
補
償

や
古
び
た
住
宅
の
た
め
の
補
償
金
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
農
民
の
権
利
を
無
視
し
た
実
態
を
改
め
、
補
償
金
の
分
配
比
率

を
現
状
と
ま
っ
た
く
逆
の
農
民
七
〇
〜
九
〇
％
と
し
、
集
団
経
済
五

〜
二
五
％
、
国
家
五
％
と
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
多
数
あ
る
こ
と
は

救
い
で
あ
〉
22
〈

る
。

　

土
地
収
用
の
補
償
金
の
地
域
差
も
大
き
い
。
表
５
は
、
や
や
旧
い

が
二
〇
〇
三
年
の
一
ム
ー
当
た
り
補
償
金
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

金
額
を
四
つ
の
規
模
に
分
け
て
あ
る
が
、
五
万
〜
一
八
万
元
が
北

京
、
上
海
、
重
慶
の
直
轄
市
、
二
万
〜
五
万
元
が
河
北
省
、
山
西

省
、
江
蘇
省
、
浙
江
省
、
広
東
省
、
福
建
省
、
陝
西
省
な
ど
、
一
万

〜
二
万
が
天
津
市
、
山
東
省
、
河
南
省
、
貴
州
省
な
ど
、
三
〇
〇
〇

〜
一
万
元
が
江
西
省
、
吉
林
省
、
黒
龍
江
省
、
甘
粛
省
、
青
海
省
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
一
〇
年
が
経
過
し
、
経
済
発
展
や
都
市

化
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
の
で
現
在
で
は
こ
れ
ら
の
状
況
も
大

き
く
変
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
補
償
金
の
地
域
差
は
依
然
と

し
て
存
在
し
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
差
を
生
む
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
⑴

主
要
作
目
の
地
域
差
、
⑵
生
産
性
の
差
、
⑶
農
産
物
価
格
の
季
節

差
、
⑷
補
償
金
算
出
の
方
法
的
差
な
ど
で
あ
る
。
⑴
、⑵
は
説
明
を

要
す
ま
い
。
⑶
は
小
麦
や
米
、
野
菜
や
果
物
は
季
節
的
な
価
格
差
が

大
き
い
。
産
地
や
品
種
に
よ
っ
て
収
穫
期
が
異
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
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て
市
場
価
格
や
取
引
価
格
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
こ
れ
が
補
償
金

の
計
算
単
価
に
跳
ね
返
る
の
で
あ
る
。
⑷
は
地
価
や
補
償
金
を
計
算

す
る
当
局
あ
る
い
は
現
場
の
裁
量
が
大
き
く
働
く
こ
と
か
ら
生
ま
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
単
位
収
量
、
充
当
単
価
に
裁
量
が
働
く
こ
と
が

無
視
で
き
な
い
問
題
と
な
る
。
も
し
計
算
上
の
収
量
や
単
価
が
大
き

け
れ
ば
、
補
償
金
は
増
え
、
逆
の
場
合
は
減
少
す
〉
23
〈

る
。

㈢　
土
地
収
用
の
連
鎖

　

失
地
農
民
は
当
局
の
土
地
収
用
が
も
と
で
起
こ
る
が
、
失
地
農
民

の
無
意
識
的
あ
る
い
は
収
用
の
間
接
的
効
果
と
し
て
、
あ
ら
た
な
収

用
、
つ
ま
り
収
用
の
連
鎖
が
起
こ
る
こ
と
が
不
可
避
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
理
由
の
一
つ
は
、
収
用
し
た
耕
地
に
は
そ
れ

に
等
し
い
面
積
の
土
地
を
耕
地
と
し
て
補
て
ん
す
る
義
務
が
あ
る
た

め
で
あ
る
。
と
く
に
基
本
農
田
と
呼
ば
れ
る
土
地
の
場
合
一
九
九
八

年
「
基
本
農
田
保
護
条
例
」「
中
国
土
地
管
理
法
実
施
条
例
」
等
に

よ
っ
て
同
等
の
質
の
土
地
が
補
て
ん
さ
れ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
実
態
は
、
優
良
な
農
用
地
を
補
て
ん
す
る
こ
と
は
困
難

で
、
前
述
し
た
諸
問
題
が
起
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
原
則
を
守
ろ
う
と
、
収
用
さ
れ
た
耕
地
を
補
て
ん
す
る

た
め
、
当
局
は
地
域
内
に
住
む
別
の
農
民
の
耕
地
ま
た
は
そ
の
他
の

農
用
地
を
収
用
す
る
事
態
が
起
こ
る
。
そ
の
仕
組
み
を
説
明
し
た
も

の
が
表
６
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
行
政
単
位
で
実
際
に
行
わ
れ
て

い
る
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　

Ｌ
市
全
域
の
土
地
面
積
は
二
〇
一
一
年
初
時
点
で
二
二
万
五
〇
六

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う
ち
耕
地
は
約
二
〇
％
に
相
当
す
る
四
万
一
〇
〇

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
当
該
年
間
に
一
五
三
・
三
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
収
用
さ
れ
、
表
６

－

⑴
に
示
す
都
市
建
設
及
び
交
通
用

地
に
充
て
ら
れ
、
当
該
耕
地
を
収
用
さ
れ
た
農
民
は
新
し
い
耕
地
を

補
償
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
失
地
農
民
の
誕
生
と
な
る
。

　

補
て
ん
さ
れ
た
耕
地
が
当
該
農
民
の
近
く
に
な
い
こ
と
は
想
像
に

か
た
く
な
い
の
で
、
失
地
農
民
の
誕
生
は
必
定
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
代
替
さ
れ
る
（
補
て
ん
さ
れ
る
）
土
地
が
収
用
さ
れ
た
耕
地
の

近
く
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
ま
ず
は
耕
地
以
外
の
そ
の
土

地
が
収
用
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
制
度
的
に
も
、
収
用

土
地
は
ま
ず
は
耕
地
以
外
を
優
先
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
耕
地
を
収
用
さ
れ
た
農
民
に
補
て
ん
さ
れ
る
予
定
の
土
地

は
不
便
な
遠
隔
地
等
に
あ
る
こ
と
に
な
り
、
労
働
や
移
動
の
困
難
さ

か
ら
、
こ
の
農
民
は
い
か
な
る
土
地
も
補
て
ん
さ
れ
る
こ
と
な
く
失

地
農
民
と
な
る
以
外
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
Ｌ
市
の
都
市
建
設
用
地
は
表
６

－

⑵
に
示
す
よ
う
に
、
年
間

に
全
体
で
一
一
八
・
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
た
が
、
そ
の
大
半
は
耕

地
の
収
用
、
そ
し
て
そ
の
行
き
先
は
サ
ー
ビ
ス
業
、
住
宅
な
ど
多
く

の
用
途
に
充
当
さ
れ
た
。
な
か
に
は
空
地
の
ま
ま
の
状
態
の
土
地
一

二
・
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

収
用
さ
れ
た
耕
地
一
五
三
・
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
補
て
ん
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
表
６

－

⑶
で
示
す
よ
う
に
樹
園
地
が



 　　　表６　Ｌ市（浙江省）の土地利用変化状況と収用連鎖の関係（2011年） （ha）

耕　地 樹園地 林　地 草　地 都市建設・
鉱工業用地 交通用地 水利施設等 その他

用地 市合計面積

年初面積 41,005.26 15,669.03 122,200.04 982.62 17,124.54 3,697.65 20,251.29 4,129.86 225,060.29

年内減少 153.36 158.98 142.83 11.10 10.67 3.15 29.75 4.59 504.43

〈153.36〉
（本表⑶参照）

年内増加 158.30 0.10 1.12 0.00 118.08 185.09 4.60 37.14 504.43

年間増減 4.94 ▲158.88 ▲131.71 ▲11.1 107.41 181.94 ▲25.15 32.55 0.00

年末面積 41,010.20 15,510.15 122,068.33 971.52 17,231.95 3,879.59 20,226.14 4,162.41 225,060.29

⑴　収用耕地の行き先

計 153.360

都市建設・鉱工業用地
交通用地

78.777
74.583

⑵　都市建設用地の行き先

計 118.08

サービス業
鉱工業・倉庫
住宅
公共施設
街路等
空き地
その他

13.10
22.46
34.80
16.89
16.18
12.14
2.51

⑶　収用耕地の補充元

計 153.36

樹園地 153.36

出所：Ｌ市資料から筆者作成。
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収
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
年
初
に
一
万
五
六
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
っ
た
樹
園
地
面
積
は
一
万
五
五
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
し
た
。

樹
園
地
は
補
て
ん
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
元
樹
園
経
営
者
は
失
地
農

民
と
な
る
以
外
に
な
い
。
こ
れ
が
失
地
農
民
の
連
鎖
の
構
造
の
意
味

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
土
地
の
増
減
の
結
果
、
Ｌ
市
年
末
の
土
地
面
積
は
二
二

万
五
〇
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
帳
尻
が
合
い
、
地
目
と
し
て
、
樹
園
地

一
五
八
・
八
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
林
地
一
三
一
・
七
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減

少
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
林
地
減
少
は
年
間
一
八
五
・
〇

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
た
交
通
用
地
等
に
回
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。㈣　

改
善
進
ま
ぬ
農
村
土
地
の
権
利
保
護

　

失
地
農
民
や
農
民
の
社
会
保
障
、
農
民
工
や
若
い
農
村
青
年
の
就

労
な
ど
、
多
く
の
面
で
い
ま
だ
に
不
利
な
状
況
は
ほ
と
ん
ど
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。
大
量
の
失
地
農
民
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
社
会
経

済
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
農
民
の
権
利
が
過
小
に
評
価
さ
れ
、
そ
れ
が
顧

み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
現
状
が
あ
る
。
中
国
の
学
界
で
は
農
民
の

「
維
権
」（
法
的
保
障
制
度
を
伴
う
権
利
保
護
）
問
題
が
多
く
の
研
究

者
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
、
そ
の
解
決
案
が
建
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

評
価
さ
れ
〉
24
〈

る
。
し
か
し
実
効
性
あ
る
対
策
は
農
村
土
地
所
有
制
度
の

改
革
、
農
村
戸
籍
制
度
の
改
革
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

失
地
農
民
の
問
題
は
耕
地
を
中
心
と
す
る
農
用
地
や
住
む
家
ま
で
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も
が
十
分
な
補
償
の
な
い
ま
ま
、
突
如
と
し
て
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
あ
る
。
補
償
の
手
薄
さ
は
農
民
の
土
地
に
関
す
る
権
利
の
弱
さ

の
反
映
で
あ
り
、
両
者
は
か
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
農
民
の
土
地

に
関
す
る
権
利
は
、
詳
述
し
た
よ
う
に
、
新
中
国
建
国
後
、
土
地
の

所
有
者
か
ら
無
所
有
者
、
土
地
使
用
権
者
へ
と
転
変
し
、
中
国
経
済

の
発
展
に
随
伴
す
る
よ
う
に
、
そ
の
使
用
権
さ
え
奪
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
た
。

　

農
民
の
土
地
に
関
す
る
土
地
使
用
権
と
い
う
権
利
は
中
国
語
で

「
産
権
」、
日
本
の
民
法
で
い
う
財
産
権
で
あ
る
。「
中
国
物
権
法
」

に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
物
権
」
に
属
す
る
。
し
か
し
、「
公

共
の
利
益
」
と
比
べ
る
と
そ
の
権
利
は
非
常
に
弱
い
も
の
で
し
か
な

い
。
既
述
の
よ
う
に
「
中
国
土
地
管
理
法
」
で
は
公
共
の
利
益
の
た

め
な
ら
ば
、
土
地
な
ど
の
不
動
産
は
国
家
に
よ
っ
て
収
用
さ
れ
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
補
償
措
置
は
既
述
の
と
お
り

当
局
の
裁
量
一
つ
で
増
え
も
し
、
減
り
も
す
る
制
度
の
下
、
総
額
は

限
ら
れ
、
し
か
も
農
民
に
は
そ
の
五
〜
一
〇
％
し
か
支
払
わ
れ
る
こ

と
が
な
い
。

　

こ
こ
に
は
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
「
公
共
の
利
益
」
の
定
義
と

収
用
決
定
判
断
の
曖
昧
さ
の
問
題
が
あ
る
。「
公
共
の
利
益
」
の
た

め
だ
と
い
え
ば
、
農
民
は
収
用
を
断
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え

ば
陳
磊
は
、
⑴
ま
ず
観
念
に
よ
っ
て
ど
う
に
で
も
な
る
「
公
共
の
利

益
」
の
定
義
の
曖
昧
さ
、
そ
の
科
学
的
根
拠
の
な
さ
、
⑵
転
居
の
際

の
補
償
費
の
曖
昧
さ
、
⑶
補
償
手
続
き
の
曖
昧
さ
、
⑷
監
督
制
度
の

曖
昧
さ
、
⑸
土
地
収
益
の
分
配
の
曖
昧
さ
を
指
摘
し
、「
公
共
の
利

益
」
に
つ
い
て
は
厳
格
な
定
義
上
の
境
界
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
収
用
の
理
由
と
し
て
「
公
共
の
利
益
」
以
外
に
、
土
地
取
引
の

市
場
化
を
考
慮
し
、
商
業
性
利
用
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
る
べ
き
こ

と
、
補
償
基
準
を
農
用
地
の
非
農
用
地
転
用
に
と
も
な
っ
て
生
じ
る

土
地
収
益
を
基
準
と
す
べ
き
こ
と
、
失
地
農
民
の
経
済
・
生
活
再
生

を
前
提
と
す
る
統
一
モ
デ
ル
を
適
用
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
提
唱
し
て

い
〉
25
〈

る
。
彼
の
見
解
は
比
較
的
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
提
唱
な
の
で
取
り

上
げ
た
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
土
地
市
場
の
制
度
的
整
備
は
も

ち
ろ
ん
、土
地
所
有
制
度
の
見
直
し
に
も
取
り
掛
か
る
必
要
が
あ
る
。

　

広
東
省
汕
尾
市
陸
豊
市
東
海
街
道
烏
坎
村
（
人
口
一
万
一
七
〇
〇

人
）
で
二
〇
一
一
年
九
月
に
起
き
た
「
烏
坎
村
事
件
」
は
、
農
民
の

権
利
の
希
薄
さ
と
村
の
権
力
者
の
利
己
的
行
動
極
ま
り
な
い
現
状
を

海
外
に
ま
で
知
ら
し
め
た
。
こ
の
事
件
は
烏
坎
村
の
書
記
が
村
民
に

無
断
で
六
三
六
ム
ー
の
「
村
民
委
員
会
有
土
地
」
を
個
人
及
び
組
織

が
農
外
に
転
用
す
る
土
地
と
し
て
売
却
、
そ
れ
を
陸
豊
市
政
府
が
許

可
し
た
と
い
う
こ
と
が
発
端
と
な
っ
て
起
き
た
。
し
か
し
そ
れ
ま
で

村
の
書
記
は
全
村
九
五
七
五
ム
ー
の
う
ち
三
二
〇
〇
ム
ー
を
売
却
、

今
回
の
売
却
分
を
含
め
て
七
億
元
の
収
入
を
得
、
そ
の
う
ち
、
農
民

に
補
償
費
と
し
て
還
元
し
た
の
は
一
ム
ー
当
た
り
わ
ず
か
五
〇
〇
元

程
度
だ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
も
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
村
の
書
記
は
烏
坎
港
実
業
開
発
公

司
と
い
う
村
所
有
の
不
動
産
開
発
業
の
代
表
者
を
務
め
、
売
却
し
た
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土
地
は
す
べ
て
こ
の
公
司
向
け
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
自
分
が
責
任

者
で
あ
る
村
の
土
地
を
自
分
が
経
営
す
る
会
社
に
売
却
し
、
七
億
元

を
村
か
ら
手
に
し
た
と
い
う
手
品
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
そ
う
し
て

得
た
土
地
を
転
用
・
開
発
し
て
高
く
売
り
、
そ
の
収
入
は
自
分
の
経

営
す
る
会
社
が
手
に
し
、
村
民
に
還
元
し
た
の
は
ス
ズ
メ
の
涙
ほ
ど

も
な
い
と
い
う
非
人
道
的
な
行
為
が
長
い
年
月
隠
さ
れ
て
い
た
。
真

実
を
知
っ
た
農
民
三
〜
四
〇
〇
〇
人
が
蜂
起
し
、
県
政
府
に
お
し
か

け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
の
農
民
五
人
が
逮
捕
さ
れ
、
う
ち
一
人
が

拘
留
中
死
亡
す
る
不
幸
が
起
き
た
。
い
ま
な
お
問
題
の
根
本
的
解
決

は
つ
い
て
い
な
い
と
い
〉
26
〈
う
。

　

こ
の
事
件
が
報
道
さ
れ
た
と
き
、
筆
者
は
、
発
売
後
す
ぐ
に
発
禁

処
分
と
さ
れ
た
陳
桂
棣
・
春
桃
『
中
国
農
民
調
査
』
で
描
か
れ
た
光

景
を
思
い
出
し
た
。
安
徽
省
の
村
で
起
き
た
土
地
収
用
事
件
が
裏
で

は
巨
大
な
国
家
権
力
と
つ
な
が
り
、
味
方
だ
っ
た
は
ず
の
学
者
ま
で

も
が
離
反
し
て
い
き
、
こ
の
二
人
の
作
家
を
告
訴
し
た
当
局
の
味
方

だ
っ
た
裁
判
官
ま
で
所
轄
の
裁
判
所
か
ら
異
動
し
、
裁
判
自
体
が
い

ま
だ
決
着
し
な
い
で
宙
に
浮
い
た
ま
ま
の
事
件
で
あ
る
。

　

王
国
林
が
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
一
二
月
ま
で
、

自
転
車
で
二
年
以
上
を
か
け
て
合
計
二
九
八
回
に
わ
た
り
浙
江
省
臨

安
地
方
の
一
県
五
七
カ
村
で
行
っ
た
失
地
農
民
に
関
す
る
農
村
調
査

の
記
〉
27
〈

録
も
ま
た
、
想
像
を
絶
す
る
失
地
農
民
と
そ
の
背
景
や
当
局
の

横
暴
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
つ
の
事
件
と
二
冊
の
大
部
の
著
書
は
、
農
民
が
土
地
を
無

断
で
収
用
さ
れ
、
農
民
が
死
に
、
そ
の
一
方
で
権
力
者
は
平
然
と

し
、
い
ま
だ
未
解
決
で
あ
る
な
ど
、
多
く
の
点
で
似
通
っ
て
い
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
中
国
農
民
の
お
か
れ
た
立
場
や
条
件
、
制
度
や

法
律
、
土
地
収
用
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
い
つ
も
、
そ
し
て
ど
の
農
村

で
も
農
民
に
不
利
な
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

四
　
失
地
農
民
問
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

㈠　
「
集
体
」の
存
在
の
明
確
化 

　
│
│ 「
村
民
委
員
会
組
織
法
」 の
改
正
│
│

　

問
題
点
は
一
九
五
三
年
以
降
の
曖
昧
な
農
村
土
地
所
有
制
度
と
、

意
味
が
曖
昧
な
村
の
「
集
体
」
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
「
所
有
」
と
は
何
な
の
か
、「
集
体
」
の
組
織
的
構
成
員
と
は
誰

な
の
か
、
ま
た
、
そ
の
者
に
ど
の
よ
う
な
権
利
が
あ
る
の
か
、
現
在

の
中
国
の
各
種
の
法
規
で
は
相
当
曖
昧
で
あ
り
形
骸
化
し
て
い
る
。

　

す
で
に
、
中
国
の
少
な
く
な
い
農
業
問
題
研
究
者
は
土
地
制
度
の

改
革
、
農
村
土
地
私
有
化
に
つ
い
て
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い

る
。「
法
律
の
改
善
を
通
じ
て
農
民
が
土
地
所
有
と
そ
の
処
分
権
を

本
当
に
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
〉
28
〈

る
」、「
農
民
の
土
地
所
有
権
は
不
足

し
て
い
る
。
実
際
の
問
題
を
暴
露
す
れ
ば
、
問
題
は
中
国
土
地
制
度

に
あ
〉
29
〈

る
」、「
農
民
が
土
地
の
市
場
価
値
に
応
じ
た
流
動
化
に
制
限
が

あ
り
、
国
家
は
農
民
か
ら
収
用
し
た
土
地
を
商
業
目
的
で
利
用
で
き
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る
規
定
は
不
公
正
で
、
農
民
も
土
地
処
分
を
自
由
に
す
べ
き
〉
30
〈
だ
（
筆

者
要
約
）」。

　

農
民
個
々
人
が
土
地
所
有
権
を
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
根
本
的
な
解

決
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
法
的
改
革
な
ど
、
多
く
の
制
約
が
あ

る
。
中
国
の
土
地
制
度
は
基
本
的
に
は
す
で
に
市
場
経
済
化
し
て
い

る
が
、
農
用
地
は
ま
だ
し
て
い
な
い
こ
と
が
農
民
の
自
由
な
土
地
利

用
を
奪
い
、
市
場
経
済
の
外
に
閉
じ
込
め
て
い
る
最
大
の
要
因
で
あ

る
。
し
か
し
、
中
国
農
民
に
現
在
起
き
て
い
る
土
地
問
題
は
、「
集

体
」
の
曖
昧
さ
か
ら
起
き
て
い
る
部
分
が
非
常
に
大
き
く
、
そ
の
運

用
の
改
善
が
さ
し
あ
た
っ
て
の
課
題
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
現
状
で
は
農
村
の
「
集
体
」
は
実
在
し
な

い
存
在
の
ま
ま
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
農
村
に
土
地
所
有
権
を
持

つ
法
的
主
体
は
実
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
「
集
体
所
有
」

そ
の
も
の
の
語
義
の
曖
昧
さ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
農
民
以
外
に

「
集
体
」
の
構
成
員
は
い
な
い
の
で
、
集
体
所
有
者
は
集
団
と
し
て

の
個
々
の
農
民
で
あ
る
は
ず
で
、
そ
の
場
合
、
農
民
は
土
地
の
共
同

所
有
者
と
な
る
以
外
に
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

農
民
に
は
何
の
持
分
も
区
分
所
有
も
な
く
、
土
地
所
有
に
は
ま
っ
た

く
か
か
わ
り
の
な
い
外
的
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
〉
31
〈

る
。

　
「
集
体
所
有
」
の
土
地
は
、「
八
六
年
土
地
管
理
法
」
第
八
条
で
は

集
体
の
意
味
が
不
明
瞭
な
ま
ま
村
民
委
員
会
や
村
の
農
業
生
産
合
作

社
の
「
経
営
、
管
理
」
に
よ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
新
土
地
管
理

法
」
に
な
る
と
、
第
一
〇
条
に
「
村
民
小
組
」
が
こ
れ
に
追
加
さ
れ

る
。
実
際
、
村
に
は
そ
れ
ら
し
き
組
織
は
こ
の
三
つ
し
か
な
い
。
村

民
委
員
会
と
村
民
小
組
は
一
九
九
八
年
公
布
の
「
中
国
村
民
委
員
会

組
織
法
」
第
二
条
に
よ
る
か
ぎ
り
農
民
の
自
治
管
理
組
織
で
あ
り
、

や
は
り
同
法
第
八
条
で
規
定
す
る
「
本
村
に
属
す
る
村
農
民
集
体
所

有
の
土
地
を
管
理
す
る
」
役
割
を
持
つ
の
み
で
、
委
員
会
が
「
集

体
」
そ
の
も
の
だ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

も
し
委
員
会
を
「
集
体
」
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
農
村
土
地
の
所

有
者
は
そ
の
構
成
員
た
る
農
民
以
外
に
な
く
、
彼
ら
農
民
は
土
地
所

有
者
集
団
と
し
て
認
定
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
そ
の
彼
ら
が
土
地
使

用
権
を
第
三
者
に
請
負
に
出
す
と
い
う
構
図
で
あ
れ
ば
、
権
利
と
義

務
の
関
係
は
明
確
な
主
体
間
の
明
確
な
取
引
と
な
り
、
所
有
者
が
請

負
に
出
し
、
そ
の
請
負
者
が
そ
の
義
務
を
負
う
、
法
的
に
何
の
問
題

な
く
成
立
し
う
る
。

　

し
か
し
現
実
は
、
所
有
者
た
る
「
集
体
」
の
実
体
が
不
明
確
な
ま

ま
、
使
用
権
を
国
が
物
権
法
等
の
法
律
で
保
障
す
る
と
い
う
、
た
と

え
れ
ば
土
台
の
な
い
建
築
物
に
住
む
よ
う
な
不
安
定
な
構
図
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
所
有
者
の
実
体
な
き
物
権
が
中
国
農
村

土
地
の
実
情
で
あ
り
、
そ
れ
を
使
用
権
、
単
な
る
土
地
賃
借
権
に
す

ぎ
な
い
も
の
を
こ
う
呼
ん
で
絶
対
的
な
権
利
で
あ
る
か
の
よ
う
な
レ

ト
リ
ッ
ク
の
法
律
を
つ
く
り
、
一
方
で
そ
の
権
利
が
い
と
も
や
す
や

す
と
踏
み
に
じ
ら
れ
る
よ
う
な
抜
け
道
を
設
け
、
そ
の
道
を
徐
々
に

大
き
く
す
る
と
い
う
道
を
歩
ん
で
き
た
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、「
集
体
」
を
現
状
の
曖
昧
な
「
農
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民
集
体
」
で
は
な
く
、「
村
民
委
員
会
」（
村
民
小
組
を
含
む
）
に
変

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
村
民
委
員
会
組
織
法
の
改
正

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

㈡　
所
有
を
「
村
民
委
員
会
の
構
成
員
」に

　

そ
し
て
農
村
土
地
所
有
制
度
を
論
理
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
所
有
者
を
現
行
法
の
よ
う
に
「
集
体
」
で
は
な
く
、
明
確

に
「
村
民
委
員
会
の
構
成
員
」
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
「
構

成
員
」
に
資
格
要
件
を
定
め
、
た
と
え
ば
「
構
成
員
」
を
「
農
業
を

過
去
一
〇
年
以
上
営
む
者
」
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
で
は
新

卒
者
等
の
新
規
参
入
予
定
者
が
「
構
成
員
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
農
業
を
過
去
一
〇
年
以
上
営
む
親
族
と

同
居
し
、
今
後
一
〇
年
以
上
農
業
を
営
む
者
」
と
す
れ
ば
よ
い
。
も

し
、
こ
れ
に
違
反
す
る
場
合
に
備
え
、
罰
則
規
定
を
設
け
れ
ば
こ
と

は
済
む
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
構
成
員
」
に
区
分
所
有
権
を
与
え
る

こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
「
集
体
所
有
」
を
「
全
村
農
民
所
有
」
と
す
る
説
明
も
当
局
か
ら

な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
言
い
方
は
村
民
を
一
つ
の
合
体
組
織
あ
る

い
は
社
団
と
し
て
み
る
も
の
で
、
個
人
の
集
ま
り
、
つ
ま
り
組
合
と

し
て
み
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
で
は
農
民
個
々
の
権
利
は
保
障
さ

れ
え
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
点
は
、
細
か
な
こ
と
で
は
世
界
一
の
日
本
の
農
地
法
及

び
関
連
法
規
の
よ
い
と
こ
ろ
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
と
思
う
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
農
村
土
地
は
市
場
経
済
の
原
則
に
則
っ
た
、

農
民
の
自
由
な
利
用
と
処
分
を
可
能
に
し
、
農
用
地
と
非
農
用
地
ご

と
に
存
在
す
る
土
地
市
場
制
度
と
土
地
所
有
制
度
の
二
元
化
問
題
の

解
決
に
近
づ
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
二
元
化
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
も
う
一
つ
の
課

題
は
、
市
場
実
勢
を
反
映
し
た
地
価
を
、
耕
地
を
含
む
農
村
土
地
に

も
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
表
７
は
全
国
主
要
地
の
一
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
地
目
別
地
価
実
勢
の
推
移
を
示
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
二

年
時
点
で
最
も
高
い
商
業
用
地
五
八
四
三
元
、
次
い
で
高
い
住
宅
用

地
四
六
二
〇
元
、
最
も
安
い
工
業
用
地
六
七
〇
元
で
二
〇
〇
〇
年
に

比
べ
商
業
用
地
三
・
六
倍
、
住
宅
用
地
五
・
一
倍
、
工
業
用
地
一
・
五

倍
と
な
っ
て
い
る
。
値
上
が
り
の
最
も
高
い
地
目
は
住
宅
用
地
で
、

農
村
土
地
需
要
の
多
く
が
住
宅
開
発
に
当
て
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
前
年
比
は
毎
年
の
値
上
が
り
状
況
を
示
す
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
も
住
宅
用
地
が
最
も
勢
い
が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

中
国
で
は
こ
れ
ら
の
地
目
を
さ
ら
に
高
い
方
か
ら
八
段
階
に
分
け

る
場
合
が
あ
る
が
、
耕
地
を
中
心
と
す
る
農
用
地
に
は
、
こ
の
よ
う

な
区
分
も
存
在
し
な
い
。
収
用
さ
れ
た
後
、
農
村
土
地
に
も
は
じ
め

て
こ
の
三
つ
の
い
ず
れ
か
の
地
目
と
価
格
が
付
き
、
晴
れ
て
土
地
市

場
に
参
入
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
使
用
権
の
取
引
コ
ス
ト
と
し
て

の
、
主
に
借
地
料
を
元
本
換
算
し
た
価
格
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は

農
業
収
益
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
、
農
外
の
土
地
に
変
わ
っ
た
以
降

の
収
益
を
基
礎
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
う
て
い
市
場
化
さ



表７　全国主要都市の地価推移（実勢と前年比）

年
実　勢（元 ⁄ 1㎡） 前年比（％）

総合 商業用地 住宅用地 工業用地 総合 商業用地 住宅用地 工業用地

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

  998
1,033
1,078
1,129
1,198
1,251
1,576
1,751
2,474
2,595
2,882
3,049
3,129

1,615
1,666
1,749
1,864
1,988
2,062
2,481
2,742
4,148
4,423
5,185
5,654
5,843

  923
  965
1,019
1,070
1,166
1,232
1,643
1,941
3,479
3,726
4,245
4,518
4,620

444

454

460

469

481

492

485

561

607

617

629

652

670

100.0
103.5
104.4
104.7
106.1
104.4
126.0
111.1
141.3
104.9
111.1
105.8
102.6

100.0
103.2
105.0
106.6
106.7
103.7
120.3
110.5
151.3
106.6
117.2
109.0
103.3

100.0
104.6
105.6
105.0
109.0
105.7
133.4
118.1
179.2
107.1
113.9
106.4
102.3

100.0
102.3
101.3
102.0
102.6
102.3
 98.6
115.7
108.2
101.6
101.9
103.7
102.8

出所：中国国土資源部「全国主要都市地価観測報告」から作成。
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れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
う
し
た
条
件
下
で
、
つ
ま
り
耕
地
な
ど
農
用
地
に
は
一
元
的
な

市
場
経
済
制
土
地
価
格
が
存
在
し
な
い
な
か
で
、
農
村
土
地
の
収
奪

＝
収
用
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ
る
経
済
的
理
由
が
あ
る
。
収
用
さ
れ

た
土
地
は
補
償
金
を
控
除
し
、
残
り
が
収
用
し
た
地
方
政
府
や
村
民

委
員
会
に
転
が
り
込
み
、
転
売
を
繰
り
返
し
あ
る
い
は
整
地
等
の
付

加
価
値
を
さ
ら
に
積
ん
で
高
く
売
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
民
間
業
者
が

行
う
場
合
に
は
、
多
く
の
不
動
産
取
引
税
が
税
収
と
し
て
入
っ
て
く

る
。
一
九
九
四
年
の
税
制
改
正
以
後
、
土
地
収
用
は
地
方
政
府
に

と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
二
〇
〇
六

年
の
農
業
税
廃
止
に
と
も
な
う
郷
鎮
政
府
や
村
民
委
員
会
の
財
政
打

撃
の
緩
和
の
目
的
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
以
上
は
、
失
地
農
民
が

生
ま
れ
る
も
う
一
つ
の
背
景
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
所
有
制
度
の
上
述
し
た
変
更
の
下
で
、
農
村
土
地
の
す
べ

て
か
ら
土
地
流
動
化
の
壁
を
排
除
し
、
自
由
な
移
動
制
度
を
実
現

し
、
同
一
の
基
準
で
収
益
計
算
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
あ
ま
っ
た
農

村
土
地
や
効
率
の
悪
い
農
用
地
が
排
除
さ
れ
農
用
地
の
需
給
が
市
場

原
理
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
農
業
収
益
も
調
整
さ

れ
、
農
業
生
産
性
の
優
劣
に
よ
っ
て
土
地
の
価
格
が
決
ま
る
と
い
う

方
式
が
導
入
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
の
生
産
性
は
労
働
や
技
術
に

よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
か
ら
、
要
素
分
配
計
算
を
基
礎
に
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
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㈢　
農
民
自
身
が
失
地
農
民
を
創
り
出
す

　

中
国
農
業
の
再
編
は
二
〇
〇
八
年
第
一
七
期
三
中
全
会
「
農
村
改

革
発
展
を
推
進
す
る
た
め
の
中
共
中
央
に
よ
る
若
干
の
重
大
な
問
題

の
決
定
に
つ
い
て
」、
二
〇
一
三
年
中
央
一
号
文
件
「
現
代
農
業
の

発
展
を
速
め
農
村
の
発
展
活
力
を
徐
々
に
増
強
す
る
た
め
の
若
干
の

意
見
」
に
よ
っ
て
、
今
後
の
方
向
性
や
そ
れ
に
と
も
な
う
農
業
政
策

の
具
体
的
な
枠
組
み
が
定
ま
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

ま
ず
二
〇
〇
八
年
三
中
全
会
の
報
告
は
二
〇
二
〇
年
を
目
標
に
、

農
村
改
革
・
発
展
の
基
本
目
標
と
し
て
、
農
村
経
済
体
制
の
健
全

化
、
都
市
・
農
村
経
済
社
会
の
一
体
的
発
展
の
枠
組
み
構
築
と
そ
の

推
進
、
農
業
近
代
化
の
推
進
、
農
業
総
合
生
産
力
の
目
に
見
え
る
発

展
、
国
家
食
糧
安
全
保
障
の
確
立
、
農
民
一
人
当
た
り
所
得
の
倍
増

と
消
費
水
準
の
向
上
、
絶
対
貧
困
の
基
本
的
な
解
消
、
農
村
行
政
組

織
建
設
、
村
民
自
治
制
度
の
更
な
る
改
善
、
農
民
の
民
主
的
権
利
の

効
果
的
保
障
な
ど
の
達
成
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
家
庭
農

場
、
合
作
社
、「
専
業
大
農
」（
大
規
模
専
業
農
家
）
を
新
型
の
農
業
生

産
経
営
主
体
と
し
て
位
置
付
け
た
。

　

こ
の
決
定
の
内
容
は
多
面
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
改
革
開
放
以
来

三
〇
年
を
経
た
節
目
に
当
た
る
二
〇
〇
八
年
の
決
定
で
あ
る
点
に
大

き
な
意
味
が
あ
る
だ
け
で
、
総
花
的
に
過
ぎ
、
斬
新
な
内
容
を
含
む

も
の
と
は
言
い
に
く
い
が
、
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
二
〇
一
三

年
中
央
文
件
に
お
け
る
具
体
化
の
伏
線
に
な
っ
た
な
ど
、
評
価
す
べ

き
点
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
決
定
が
中
国
の
農
業
経
済
専

門
家
を
最
も
落
胆
さ
せ
た
の
は
、
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
土
地
集
体

所
有
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
何
も
触
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

二
〇
一
三
年
中
央
一
号
文
件
で
は
「
農
村
集
体
産
権
制
度
を
厳
格

に
保
護
し
、
法
に
よ
り
集
体
の
収
益
分
配
権
を
保
障
す
る
」、「
土
地

収
用
制
度
の
改
革
を
進
め
る
。
法
に
よ
り
農
民
集
体
所
有
土
地
の
収

用
を
行
い
、
農
民
に
土
地
価
値
の
増
加
収
益
中
の
分
配
比
率
を
高

め
、
収
用
に
あ
っ
た
農
民
の
生
活
水
準
の
向
上
を
確
保
、
長
期
的
な

生
計
の
保
障
を
図
る
」
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
本
稿
で
述
べ
た
収
用
に
関
す
る
基
本
的
な
多
く
の
課
題

は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
失
地
農
民
の
増
加
が
止
む
見
通
し
は
立
た
な
い
。

　

今
後
、
中
国
農
業
の
構
造
は
、
小
規
模
農
民
の
土
地
を
使
用
権
の

流
動
化
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
新
し
く
誕
生
し
た
概
念
の
担
い
手
に

集
中
し
、
経
営
の
規
模
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
ぼ
決
ま
っ

た
。
こ
れ
は
農
業
構
造
の
再
編
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
ま
す
ま
す
増
え
る
農
外
か
ら
の
土
地
需
要
に
対
し

て
は
従
来
の
方
法
を
踏
襲
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
農
業
構

造
が
再
編
さ
れ
る
過
程
で
は
、
小
さ
な
規
模
の
農
民
の
土
地
が
大
き

な
規
模
の
経
営
者
に
収
用
を
通
じ
て
移
動
す
る
方
式
も
生
ま
れ
る
。

農
用
地
の
再
編
に
は
、
ど
こ
の
国
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
な
か

ば
強
制
的
な
手
段
に
訴
え
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
に
は
、
権
力
行
使
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を
介
し
て
、
農
用
地
の
農
用
地
へ
の
収
用
、
農
民
か
ら
農
民
へ
の
収

用
、
つ
ま
り
優
良
耕
地
の
農
業
内
収
用
が
広
範
に
広
が
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
事
態
が
生
ま
れ
、
農
民
自
身
が
失

地
農
民
を
創
り
出
す
農
村
内
部
対
立
の
芽
が
生
ま
れ
出
る
可
能
性
が

否
定
で
き
な
い
。

注〈
1
〉 

梅
東
海
「
現
階
段
中
国
農
村
土
地
衝
突
現
状
及
発
展
趨
勢
分

析
」『
東
南
学
術
』
二
〇
一
一
年
八
月
。

〈
2
〉 

廖
小
軍
『
中
国
失
地
農
民
研
究
』
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
、
七
二
頁
。

〈
3
〉 

高
橋
五
郎
「
深
ま
る
中
国
農
用
地
使
用
権
流
動
化
と
そ
の
矛

盾
」『
農
業
と
経
済
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
臨
時
増
刊
号
。

〈
4
〉 

こ
の
辺
り
に
つ
い
て
の
歴
史
的
整
理
は
次
に
詳
し
い
。
陳
広
華

『
土
地
征
用
及
失
地
農
民
入
股
安
置
制
度
研
究
』
中
国
政
法
大
学
出

版
社
、
二
〇
一
二
年
、
四

－
一
二
頁
。

〈
5
〉 

佐
藤
創
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
経
済
発
展
と
土
地
収
用
│
│「
開

発
と
土
地
」
問
題
の
再
検
討
に
向
け
て
」『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
五
三

巻
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
、
山
田
洋
「
計
画
・
収
用
・
環
境

│
│
ド
イ
ツ
に
お
け
る
高
圧
送
電
線
を
め
ぐ
っ
て
」『
一
橋
法
学
』

第
二
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
な
ど
参
照
。

〈
6
〉 

中
国
語
論
文
で
は
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
こ
う
し
た
見
解

は
み
ら
れ
な
い
。

〈
7
〉 

中
国
農
業
部
『
２
０
１
１
中
国
農
業
統
計
資
料
』
中
国
農
業
出

版
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
一
頁
。

〈
8
〉 

同
様
の
こ
と
は
次
の
文
献
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
徐
勇

主
編
『
中
国
農
村
調
査
二
〇
一
二
年
巻
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
、
三
六
八

－

三
六
九
頁
。

〈
9
〉 

陳
広
華
、
前
掲
書
、
四
七
頁
。

〈
10
〉 

孔
祥
智
「
我
国
城
鎮
化
進
程
中
失
地
農
民
的
補
償
」『
経
済
理

論
与
経
済
管
理
』
二
〇
〇
四
年
第
五
期
、
王
慧
博
「
失
地
農
民
社
会

排
斥
機
制
研
究
」『
南
京
社
会
科
学
』
二
〇
〇
八
年
第
三
期
。

〈
11
〉 

孔
祥
智
、
前
掲
論
文
、
及
び
廖
小
軍
、
前
掲
書
、
九
九
頁
。

〈
12
〉 

王
慧
博
、
前
掲
論
文
。

〈
13
〉 

汪
暉
『
中
国
征
地
制
度
改
革
』
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
、
八
六
頁
。

〈
14
〉 

黄
建
偉
「
我
国
失
地
農
民
的
社
会
資
本
研
究
」『
農
村
経
済
』

二
〇
一
〇
年
第
一
二
期
。

〈
15
〉 

同
右
。

〈
16
〉 

孔
祥
智
、
前
掲
論
文
。

〈
17
〉 

汪
暉
、
前
掲
書
、
一
二
四
頁
。

〈
18
〉 

羅
丹
「
解
決
失
地
農
民
問
題
深
討
」『
現
代
商
貿
工
業
』
二
〇

〇
八
年
六
月
号
。

〈
19
〉 

黄
建
偉
、
前
掲
論
文
。

〈
20
〉 

王
国
林
『
失
地
農
民
調
査
』
新
華
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
邦

訳
『
土
地
を
奪
わ
れ
ゆ
く
農
民
た
ち
│
│
中
国
農
村
に
お
け
る
官
民

の
闘
い
』（
谷
川
道
雄
監
訳
、
中
田
和
宏
・
田
村
俊
郎
訳
）
河
合
文

化
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
六
頁
。
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〈
21
〉 

劉
俊
芳
「
我
国
失
地
農
民
就
業
問
題
研
究
」『
当
代
経
済
』
二

〇
一
〇
年
二
月
（
下
）。

〈
22
〉 
た
と
え
ば
伊
娟
燕
「
我
国
征
地
収
益
分
配
失
衡
問
題
研
究
」

『
法
制
与
社
会
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
（
下
）。

〈
23
〉 

劉
建
斌
「
山
西
省
沁
水
県
征
地
一
年
産
値
標
準
測
算
方
法
」

『
華
北
国
土
資
源
』
二
〇
〇
七
年
第
四
期
。

〈
24
〉 

た
と
え
ば
徐
勇
、
前
掲
書
、
二
九
九

－

三
〇
五
頁
参
照
。

〈
25
〉 

陳
磊
「
我
国
集
体
土
地
征
収
補
償
機
制
」『
重
慶
理
工
愛
学
学

報
（
社
会
科
学
）』
二
〇
一
一
年
第
三
期
な
ど
。

〈
26
〉 

陳
協
平
「
我
国
法
治
建
設
進
程
中
的
問
題
及
其
出
路
」『
山
西

農
業
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
二
年
一
一
期
。

〈
27
〉 

王
国
林
、
前
掲
書
。

〈
28
〉 

孔
祥
智
、
前
掲
論
文
。

〈
29
〉 

羅
丹
、
前
掲
論
文
。

〈
30
〉 

楊
志
平
「
遼
寧
失
地
農
民
社
会
保
障
問
題
的
原
因
及
対
策
」

『
吉
林
工
商
学
院
学
報
』
二
〇
一
二
年
七
月
。

〈
31
〉 

鄧
微
『
中
国
転
型
期
農
村
社
会
保
障
問
題
研
究
』
湖
南
人
民
出

版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
五
八

－

二
七
三
頁
。



資
料　
農
地
使
用
権
流
動
化
の
方
式

「
農
地
承
包
権
」（
農
地
使
用
権
）：「
中
国
憲
法
」
で
保
障
（
第
八
条
）。
農

民
又
は
集
団
経
済
組
織
以
外
の
組
織
が
、
農
地
所
有
権
者
た
る
集
団
経

済
組
織
か
ら
「
中
国
農
村
土
地
請
負
法
」
第
二
条
の
規
定
す
る
「
農
村

土
地
」
の
う
ち
、
一
定
面
積
を
農
業
生
産
に
使
う
目
的
で
同
法
第
二
〇

条
が
定
め
る
三
〇
年
間
（
草
地
三
〇
〜
五
〇
年
以
内
、
林
地
は
原
則
三

〇
〜
七
〇
年
以
内
）
請
け
負
う
こ
と
の
で
き
る
権
利
（
な
お
農
地
使
用

権
の
ほ
か
「
農
村
土
地
承
包
経
営
権
」（
農
地
請
負
経
営
権
）
と
い
う
用

語
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
中
国
農
村
土
地
請
負
法
」
第
一
条
、
第
六
条

で
初
出
す
る
が
、
両
者
の
法
概
念
上
の
区
別
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
）。

農
地
使
用
権
は
物
権
で
あ
る
（「
中
国
物
権
法
」
第
一
一
章
）。

「
流
転
」（
流
動
）：
農
村
土
地
承
包
経
営
権
（
農
地
使
用
権
）
が
農
業
生
産

を
営
む
農
民
間
で
移
動
す
る
こ
と
。
法
律
が
定
め
る
範
囲
の
流
動
方
式

を
当
事
者
が
協
議
し
て
決
め
る
（「
農
村
土
地
請
負
経
営
権
流
動
管
理

方
法
」
第
一
〇
条
、「
中
国
憲
法
」
第
一
〇
条
、「
中
国
物
権
法
」
第
一

二
八
条
、「
中
国
土
地
管
理
法
」
第
二
条
、「
中
国
農
村
土
地
請
負
法
」

第
三
二
条
で
規
定
）。

「
転
譲
」（
譲
渡
）：
請
負
農
民
が
元
の
農
地
使
用
権
者
の
同
意
を
得
て
、
現

在
請
け
負
っ
て
い
る
農
地
の
一
部
又
は
全
部
の
農
地
請
負
経
営
権
を
他

の
農
業
を
営
む
農
民
に
譲
渡
す
る
こ
と
。
新
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
と
な

る
権
利
・
義
務
関
係
は
元
の
権
利
・
義
務
関
係
と
法
的
に
同
等
で
あ
る

が
、
元
の
農
地
請
負
関
係
に
お
い
て
経
過
し
た
請
負
期
間
は
そ
の
時
点

で
消
滅
す
る
。

「
転
包
」（
下
請
）：
農
地
使
用
権
を
請
け
負
っ
た
農
民
が
、
請
け
負
っ
た
農

地
の
一
部
又
は
全
部
の
農
地
請
負
経
営
権
を
そ
の
農
民
と
同
一
の
集
団

経
済
組
織
（
具
体
的
に
は
同
一
の
村
）
に
属
す
る
農
業
生
産
に
従
事
す

る
他
の
農
民
に
対
し
て
、
一
定
の
期
間
（
三
〇
年
未
満
）
を
設
け
て
再

度
譲
渡
す
る
こ
と
。

「
互
換
」（
交
換
）：
同
一
の
集
団
経
済
組
織
に
属
す
る
農
業
生
産
を
営
む
農

民
同
士
が
互
い
に
有
す
る
一
定
の
面
積
の
農
地
使
用
権
を
そ
の
農
地
に

付
属
す
る
権
利
・
義
務
関
係
の
変
更
を
す
る
こ
と
な
く
交
換
す
る
こ
と
。

「
出
租
」（
貸
借
）：
農
地
使
用
権
を
請
け
負
っ
て
い
る
農
民
が
、
そ
の
農
地

の
一
部
又
は
全
部
の
農
地
使
用
権
を
一
定
の
期
間
（
三
〇
年
未
満
）
を

設
け
て
農
業
生
産
を
営
む
農
民
に
対
し
て
、
請
負
権
利
・
義
務
関
係
の

変
更
を
す
る
こ
と
な
く
貸
し
付
け
る
こ
と
。
貸
付
後
に
お
い
て
も
、
そ

の
農
地
使
用
権
の
貸
し
付
け
を
行
っ
た
農
民
と
元
の
請
負
を
出
し
た
者

と
の
間
の
請
負
契
約
に
お
い
て
規
定
す
る
権
利
・
義
務
関
係
は
継
続
さ

れ
る
。

「
入
股
」（
株
式
化
）：
農
民
が
持
つ
農
地
使
用
権
を
農
業
専
業
合
作
社
等
、

農
業
生
産
を
営
む
事
業
体
に
資
本
参
加
す
る
た
め
に
供
出
す
る
こ
と
。

評
価
は
農
地
の
収
益
性
と
同
等
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

「
抵
押
」（
担
保
）：
農
地
使
用
権
は
担
保
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（「
中
国

物
権
法
」
第
一
三
三
条
、「
中
国
土
地
請
負
法
」
第
四
九
条
）。
主
に
、

住
宅
新
築
等
の
た
め
の
借
入
に
際
し
て
供
す
る
こ
と
が
一
般
的
。
そ
の

担
保
権
が
実
行
さ
れ
た
と
き
、
被
担
保
物
権
で
あ
る
農
地
使
用
権
は
法

的
な
有
資
格
者
た
る
第
三
者
に
移
転
す
る
。

「
転
租
」（
転
貸
）：
地
方
政
府
に
よ
っ
て
は
許
可
。
例
え
ば
「
重
慶
農
村
土

地
交
易
所
管
理
暫
定
方
法
」（
二
〇
〇
八
年
）。
元
の
農
地
使
用
権
を
請

け
負
っ
た
農
民
か
ら
借
り
た
農
地
使
用
権
を
別
の
農
民
に
又
貸
し
す
る

こ
と
。
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